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１．議事日程 

   （平成１７年第１回安芸高田市議会３月定例会第３日目） 

 

平成１７年３月９日 

午 前 １ ０ 時 開 会 

於 安 芸 高 田 市 議 場 
 

日 程 第 １  会議録署名議員の指名 

日 程 第 ２  一般質問 

 

 
 ２．出席議員は次のとおりである。（２２名） 

        １番         明 木 一 悦          ２番     秋 田 雅 朝 

        ３番     田 中 常 洋          ４番     加 藤 英 伸 

        ５番     小 野 剛 世          ６番     川 角 一 郎 

        ７番     塚 本  近          ８番     赤 川 三 郎 

９番     松 村 ユ キ ミ    １０番     熊 高 昌 三 

   １１番     青 原 敏 治    １２番     金 行 哲 昭 

      １３番         杉 原  洋    １４番     入 本 和 男 

      １５番     山 本 三 郎    １６番     今 村 義 照 

   １７番     玉 川 祐 光    １８番     岡 田 正 信 

   １９番     渡 辺 義 則    ２０番     亀 岡  等 

   ２１番     藤 井 昌 之    ２２番     松 浦 利 貞 

    
 
 

   ３．欠席議員は次のとおりである。（なし） 
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   ４．会議録署名議員 

１９番     渡 辺 義 則    ２０番     亀 岡  等 

 

 

   ５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２０名） 

市     長    児 玉 更太郎     助     役    増 元 正 信 

収 入 役    藤 川 幸 典             参 事    小 野  豊      

総 務 部 長    新 川 文 雄     自治振興部長    田 丸 孝 二 

市 民 部 長    廣 政 克 行   
福祉保健部長兼

福祉事務所長 福 田 美 恵 子 

産業振興部長    清 水  盤     
建設部長   

兼公営企業部長    金 岡 英 雄 

教 育 長    佐 藤  勝   教 育 次 長    杉 山 俊 之      

消 防 長    村 上  紘     八千代支所長    平 下 和 夫 

美土里支所長    立 川 堯 彦     高 宮 支 所 長    猪 掛 智 則 

甲 田 支 所 長    武 添 吉 丸     向 原 支 所 長    益 田 博 志 

総 務 課 長    高 杉 和 義     財 政 課 長    垣 野 内  壮 

 

 

 

 

   ６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（５名） 

事 務 局 長  増 本 義 宣    事 務 局 次 長    光 下 正 則 

議事調査係長  児 玉 竹 丸    書 記  国 岡 浩 祐 

書 記    倉 田 英 治 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開会 

◯松 浦 議 長   おはようございます。 

時間が参りましたので、ただ今の出席議員は２２名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、予めお手元に配布したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１  会議録署名議員の指名 

◯松 浦 議 長   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において、１

９番渡辺義則君、２０番亀岡等君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２  一般質問 

◯松 浦 議 長   日程第２、一般質問を行います。 

一般質問の順序は通告順といたし、持ち時間は設けず、会議規則のとお

り３回までといたしますので予めご了承ください。 

それでは質問の通告がありますので順次発言を許します。 

１番、明木一悦君。 

◯明 木 議 員   議長。１番、明木一悦。我が国は、時代の転換期にあり、新人類と呼ば

れた若者たちや女性の力によってこれまでの社会環境における大きな固

定観念が少しずつ打ち砕かれようとしています。 

誕生して早１年を迎えた本市におきましても、三位一体の改革のもと、

県からの権限移譲、市民の価値観や生活様式が多様化している中、その影

響が財政・行政・市民へと、じわりじわりと押し寄せてきております。 

新市においては、市民と行政がともに汗を流し、多くの人々が共感を得

ることができ、住民一人ひとりが誇りと愛着を持って住めるまちづくりの

実現へ向けて｢人輝く安芸高田｣｢住民と行政が奏でる協働のまちづくり｣

を目指していることは私の政策理念でもあります。子どもにも夢のあるま

ちづくり、大人にも夢のあるまちづくり、高齢者にも夢のあるまちづくり、

優しさと親しみに溢れた心ふれあう、夢ある楽しい快適居住空間、安芸高

田市、この理念につながっております。 

そこで、通告に基づき、大枠３つの質問を行ないます。 

まず初めに、現在安芸高田市の条例及び規則に定められています各種委

員会、審議会、協議会など、これら総称しまして、ここでは会と呼ばせて

いただきます。これらたくさんの会には、委員として選ばれた方々が日々

貢献されているわけでありますが、これらの委員の選考方法が条例で示さ

れています。しかし、基本的に市長が選考するかたちがとられているわけ

であります。これら会における委員の選考は、どのような視点及び考え方

をもって選出及び構成されているのか、市長にお伺いします。 

続きまして、２つ目の質問をいたします。我が国におきまして、既に総

務省よりＥジャパンからＵジャパンへと答申がこの１月に打ち出されま
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した。その中、先日の総務企画常任委員会にて現在安芸高田市内における

インターネット使用率は２５％との報告をいただいたと思います。２５％

といえば電話線が１世帯に１本あれば、４世帯に１軒はインターネットを

使用していることになります。やはりこれは中山間地における地域におい

ても、インターネットが急速に普及していることを示しているのではない

でしょうか。しかしながら一方では、町政時代の施策の遅れではないかと

私は思いますが、安芸高田市内における人口比率の高い吉田４３局地区、

また甲田町下小原の一部地域、局社から距離のある糘地地域、川根地域、

美土里町など、未だ情報通信網の整備されてないところが各所に見られま

す。それは市民の皆様に大変ご不便をかけている実態があることです。こ

れらの情報過疎地域において、現在計画されてます地域情報化計画よりも

先に、早急なる高速情報通信網の整備が必要じゃないかと思われますが、

市長はどのようにお考えでしょうか。 

大枠３番目。最後の質問ですが、私のマニフェストにもあります、全員

共同参画社会の実現、個々の特異性を発揮し、誰でも参画できる社会形成

の骨格であります、男女共同参画の一環として質問いたします。この度の

行政改革の一環としていきなり行なわれました、臨時職員への対応は、臨

時職員にとっては非常に不安な施策であったと思われます。いきなり人材

派遣会社による説明会、そして早急に期日を切られての人材バンクへの転

籍登録、これは臨時職員さんにとってはとても不安だったと推測できます。

これらは臨時職員に対して選択の余地をなくしている非常に厳しい施策

であったのではないかと私は思います。非常勤職員さんといえば、女性が

多いことは承知の上だと思います。 

そこで、行政として今後女性就労に対してもっと選択の余地をもった施

策を取っていくべきじゃないかと思われますし、また時間的余裕を持たせ

た対応をされるべきではなかったかと思われます。これらにつきまして、

今後、女性就労支援に対してどのようなお考えをお持ちか、市長にお伺い

します。 

なお、答弁によりましての再質問は自席にて行ないます。 

◯松 浦 議 長   ただ今の質問に対し、答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   議長。ただ今の明木議員さんのご質問でございます。それぞれ委員会、

審議会、協議会の委員等の選任についてどのように考えておるかと、こう

いうご質問でございます。条例に基づく審議会とか委員会あるいは任意の

委員会等もあるわけでございますが、ほとんどが市内の皆さんの委員に参

加をいただくと、こういうことでございますので、できるだけ経験のある、

それぞれの分野での専門的な発言のできるような、そういう人たちになっ

ていただいてご意見を賜ると、こういう方向で委員会構成をしております。 

なお、女性の参画については我々も全く同意でございますので、今後と

も女性の委員さんの数を増やしていくと、こういう方向で努力をしていく

というように考えております。 
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また、情報化の問題につきましては、ご存知のように合併前に既に合併

協議会の段階でそれぞれ公の旧６町のそれぞれの学校あるいは支所、そこ

らへはご存知のように光ファイバーを全部引いております。しかし、そこ

から先のそれぞれ民間の皆さんにどのようにするかと、こういう問題につ

いては今検討、計画をしておるところでございますが、ご存知のように莫

大な何十億という施設費がかかる。さらにその維持費が莫大な維持費がか

かる。こういう問題がございまして、しかもこの情報というのは日進月歩

の技術が進んでおる時でございます。そういうことでございますので、ど

ういう方法が一番経費も安く、効率も良く、将来維持管理費も少なくて済

むかということを具体的に今、研究しておるところでございます。 

それから男女共同参画の問題でございます。また、女性の就労の場の確

保というような問題でございます。これはもうもちろん、当然我々がやっ

ていかにゃあいけん問題でございます。ただ、ご存知のように、合併１年

経ってみて本当にここらで大鉈を振るった合理化をやらんと、将来の安芸

高田市の財政は行き詰まると、こういうような我々は非常に危機感を持っ

ておるわけでございます。そういうことで、いろいろな合理化の施策を今

後とも続けていきたいと、このように考えておりますので、ご理解を賜り

たいと。まったく血を流さずに合理化はできないと、こういうことでござ

いますので、その点についてもご理解を賜りたいと、このように思うわけ

でございます。 

なお、それぞれの問題については担当部長からお答えをさせていただき

たいと思います。 

◯松 浦 議 長   協働のまちづくりについては、どの担当部長ですか。 

◯田丸自治振興部長   議長。 

◯松 浦 議 長   それでは答弁を求めます。自治振興部長、田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   それでは私の方からは情報化の問題についてご答弁を申し上げたいと

いうふうに思います。 

地域の情報化につきましては、総務省の方におきましてもブロードバン

ドゼロ地域脱出計画というものが定められております。その計画の中では

最終的には光ファイバー網を念頭に置いた整備を設けようとしておりま

すけども、ブロードバンドゼロ地域においては、つまりＡＤＳＬ等も行っ

てない地域におきましては、早急にこういった情報格差を解消するために、

より簡易迅速に整備できる他のメディアを緊急に導入することも重要な

選択肢であるというふうに書かれております。 

広島県におきましても中山間地域でありますとか島諸部、ここらでいわ

ゆる高速の回線が布設されてない地域がございますので、こういった地域

に緊急に整備する手法としては、無線による整備も提案をしているという

状況がございます。当市におきましてはこういう状況を踏まえまして、最

終的な整備手法である光ファイバー網と近年技術的に非常に進歩してお

ります、無線による情報化の手法を現在比較検討しておるという段階でご

ざいます。この情報化につきましては市長も触れていただきましたけども、
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例えば無線にしましても７年～８年で数億という、そういった機器を更新

していくとか、等々の非常にランニングに対して経費がかかるということ

がございますので、そういった意味ではどのような運営手法を取っていく

のかというのは非常に重要な問題であるというように認識をしておりま

す。したがいまして、ここらを含めまして１７年度に具体的な計画の策定

という方向で臨みたいというように考えております。以上であります。 

◯松 浦 議 長   協働のまちづくりでは、総務部長、何かありますか。 

◯新川総務部長   ありません。 

◯松 浦 議 長   ないですね。ないようでしたら、以上で市長答弁を終わります。 

再質問がありますか。 

１番、明木一悦君。 

◯明 木 議 員   議長。はい。今まず最初の私の質問なんですけど、第１番目にお尋ねい

たしました、協働のまちづくり。基本的には審議会の構成についての視点

に、どういう視点でもって考え、人選されたかというようなところなんで

すけど、その中で女性参画についてはまだ私の方からはそれは聞いてなか

ったんですけど、先ほど資料をいただきました。これを見させていただく

と経験者、または専門性のある観点から構成されているということなんで

すけど、全体的に今言われてましたように男性比率が多い。ただ、今まで

ですね、市長答弁をいただいてます中で、女性参画を進めていくというこ

とを言われています。今後はこの部分についてどのようにやっていくかと

いうことで、まず昨年の６月の定例会では、人権推進課の課長の答弁で講

演会、シンポジウムなど啓発事業を計画していると。市長の答弁によりま

すと女性の皆さんの参画というものを重要と考えている。また、地域振興

会の中でもそのような人選をお願いしたい。９月定例会では女性参画は大

きな目標であり、たくさんの女性に参画していただきたいとありましたけ

ど、実際に男女比率のバランスがまだこんなに取れてない状況があります。 

これらの答弁をいただいてるんですけど、実際にどのようなですね、活

動をされていたのか。本当にこれをですね、男女比率のバランスの取れる

ようなことを考えた上での、今までの、例えば講演会やシンポジウムなど

のですね、啓発運動がどれだけされてきているのか。１年間の今までの結

果、どのようなものがあったのかを伺います。 

また、これには示されてないんですけど、年齢的なものなんですけど、

やはり今、いろんなところで市民の方から聞くにですね、市長の答弁では

地域の代表者であり、いろいろな団体の代表者、グループの代表者を選出

しているということも以前お聞かせいただいたと思いますけども、実際に

その代表者の方からの意見が届いてないというような実態もあるようで

す。その辺についてはどのように対策をこれからややれていくのか。また、

その年齢層についても、若い者の意見が全く反映されないような審議会等、

委員会、全てを総称しまして会の中でですね、活かされていくのか、その

あたりどのようにお考えかお尋ねいたします。 

また、大枠で２番目の情報化についてなんですけど、先ほど質問でも言
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いましたように、確かに１７年度大きな枠でですね、地域情報推進という

ことで計画をされてますけど、私が質問しているのはそこではありません。

情報過疎地域のことについて質問しています。先ほど言いましたいくつか

の地域がございますけど、人口の比率の高いですね、吉田の４３局とかで

す。また甲田町においても局舎から離れた地域、美土里町、川根のような

辺地等についてはですね、まだまだ情報過疎。先ほど言われましたように

総務省ではブロードバンドゼロ地域ということでですね、そういう対策を

取れというふうに指示も出てるとは思いますが、計画を立てる前にまずそ

のあたりの対策も必要じゃないかと考えられますが、どのようにお考えで

しょうか。もう一度お伺いいたします。 

そして最後の質問についてですが、確かに市民への痛み、痛みを伴う三

位一体の改革ということはいろんなところで伝えられてきております。国

からも言われてますし、また市においてもそれがどんどんどんどん市民へ

の痛みとして伝わってくるのではないかと思われますが、ここで言ってる

のは、弱者、特にこのような臨時職員のような立場にある女性に対しての

痛みをこれだけまず最初に出すんじゃなくて、もっと時間を置くなり何な

りしての人道的に対応されれば良かったのではないかというふうに考え

ますが、そのあたりはどのようにお考えか、再度お尋ねいたします。 

◯松 浦 議 長   ただ今の再質問に対し、答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   特に委員会、審議会、協議会での女性登用の問題でございます。人数が

どうなったかというご質問でございますが、ちょっと今その人数をすぐ集

計できませんので、また機会をみてその人数の問題はお答えをしていきた

いというように思いますが、ご意見のとおり我々もそういう努力をしてい

くということでございます。ただ、先般も地域振興会の各振興会の代表の

皆さんに出ていただいて、これはいずれにしても４人出ていただく中で、

必ず女性の皆さんは１人ずつは出ていただきたいと、こういうことのお願

いをしております。そういう中で、そういう議論の中で、委員の中での発

言でございますが、｢若い女性の皆さんに出てもらいたい｣と、こういうよ

うな委員の皆さんのご発言があったと。我々もそのことについては異論は

ないわけでございます。出られた女性の委員の皆さんからですね、｢我々

もそう思う｣と。｢若い人たちに出てくれと言うじゃが、なかなか出てくれ

んのよ。それで結局私が出ざるをえなんだんだ｣と。こういうようなです

ね、女性の委員さん自らですね、実態を話しをされたということでですね、

お仕事を持っておられるような皆さんは、なかなかそういう昼の時間の委

員会に出席する。仕事を休んで出席するということについては、なかなか

難しい立場もあるなという。実際に聞かせてもらってですね、そういうこ

とも聞かせてもらったわけでございますんで、今後ともご指示のように、

我々も努力をしていくと、こういうように考えておるわけでございます。 

光ファイバーの問題については、また担当の部長からお話しをしていき

たいと思います。 
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お互いに痛みを分かつという点について、今明木議員さんのご発言があ

りましたが、我々も明木議員さんのような考えには同感でございますので、

今後ともそのような考え方で進めていきたいと考えております。 

◯松 浦 議 長   続いて答弁を求めます。自治振興部長、田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   先ほど光ファイバーを使っての整備の手法と、それから無線を使っての

整備の手法というふうな、これは比較検討しているというふうに申し上げ

ましたけども、光ファイバーはやるということになりますと全域でござい

ますので、そういった意味ではそれなりの時間と、そして莫大な経費がか

かるということが想定をされます。無線につきましては、これは４０メガ

程度のものでございますので、言ってしまえばポイント、ポイント、議員

ご指摘のいわゆる現在ＡＤＳＬ等が行ってない地位をポイントにしてや

っていくというふうな使い方ができるであろうというふうな考え方をし

ております。 

ところがこの光ファイバーにつきましても、１回試験的な試行をします

とですね、その地域につきましては恒常的にやはりもう回線を維持してい

くと、そういった必要が出て参りますので、先ほど申し上げましたように

無線については永久のものではございませんので、７、８年でいわゆる施

設を更新をしていくと。この経費を７、８年ごとに数億という事業を経費

をですね、一般財源をかけられる財政の余裕があるかどうかということも

含めて検討していく必要がございますので、これにつきましてはもうしば

らく時間をいただいて、それで方向性を見出していきたいというふうに考

えておりますので、その点につきましてはご理解をいただきたいというふ

うに思います。 

◯松 浦 議 長   ただ今の質問の中に、臨時職員、女性の就学支援の答弁がないように思

うんですが、ひとつその点について回答を求めます。 

答弁を求めます。市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   もちろん先ほども申し上げましたように、明木議員さんのご指摘の主旨

には異存はございません。 

◯松 浦 議 長   再々質問を許します。 

１番、明木一悦君。 

◯明 木 議 員   議長。最初の質問なんですけど、若い女性が出てこれないということが

言われましたけど、実際にですね、それは地域の環境とかですね、地域性

等があると思われます。市長が言われてます、協働のまちづくりの名のも

とにですね、そのあたりも改善していくためには、そのような啓発運動も

ですね、どんどんどんどん行っていただいてですね、そういう若い女性な

り、出てこれるような体質をつくっていただきたい。やっぱり市民の意識

改革も必要じゃないかと思います。 

また、私が言ってるのは、女性、若い女性ばかりじゃありません。男性

もですね、参画できるようなですね、若い男性も参画できるような体制、

またそのあたりについても啓発運動を行っていただきたい。そういうふう

に思います。そして、やはり経験者、専門性のある人ということで言われ
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てますけど、今日提出いただいた資料を見せていただくとですね、同じ方

がいろんなところで多岐にわたって審議会のですね、委員になられてる方

もたくさんいらっしゃるようにお見受けします。やはりいろんな立場での

意見を求めるためには、いろんな方をもう少し発掘していく、創出してい

く必要もあるんじゃないかなというようには感じます。やはり市民の皆さ

ん、そういう声を届けたいんだけど、そういう場がないとかですね、いう

のもありますから、もっともっと市長にはですね、そういうところに出か

けていただいて、代表者であっても下の意見が届いてないところがありま

すんで、そのようなところを吸い上げていただくような活動を行っていた

だきたいと思います。まだまだ市民は反論、文句を言いたいところがたく

さんあるということはですよ。まだまだ希望を持っているということです。

心理学上で言えば、愛という言葉の反対は憎悪ではありません。無視です。

無視はまだしてないわけです。市民は一生懸命反論してるということは、

まだまだ希望を持ってこのまちを良くしようとして、まちづくりをしよう

としてますんで、そのあたりのお気持ちを汲んでいただいてですね、どん

どんどんどんいろんな方面からのですね、意見を吸い上げたまちづくりを

していただきたいと思いますが、どのようにお考えか、再々質問といたし

ます。 

また、先ほどの地域振興部長の答弁によりますと、コスト面的なことを

言ってられますけど、ポイント的に言わせていただくと吉田の４３局です

ね。これは既にですね、署名運動も終わったと聞いています。民間にそう

いうものをですねぶつけていったという過去の経緯があると聞いてます

けども、あれだけの人口がある中で、先ほども言いましたけども２５％と

いうと４世帯に１件の割合でインターネットを使用しているわけです。そ

れに対して行政としてどのように対応されたのか、またはされようとして

いるのか、早急的な対応が必要だと思われるんで、そこのところをポイン

ト的に聞いてるんですけど、そこについてもう一度答弁をお願いします。 

これで私の質問を終わります。 

◯松 浦 議 長   ただ今の明木議員の再々質問に対し、答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   先ほどの明木議員さんのお話の中で、それぞれ審議会とか委員会にその

特定の人といいますか、出られる人はダブって出られると、こういうよう

なご意見が出ておりますが、例えば女性会の会長さんとかですね、文化会

議の会長さんとかいうのはどうしても役柄上それぞれのところへ審議会、

委員会へダブって出られるという、そういう状況もあるわけでございます。

その点はご理解を賜りたいというように思います。 

また、特に若い女性の皆さん、若い男性の皆さんに参加をいただきたい

というのは私もまったく同感でございますので、できるだけそのような努

力をしていきたいと、こういうように思いますが、なかなか実態はですね、

仕事を休んでまで審議会、委員会へ出られるかという問題が１つのネック

になって、せっかく指名しても断ってこられる。こういう実態もあるわけ
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でございますので、そういう点も加味しながらできるだけ努力をしていき

たいと、このように考えます。 

また、市長としてできるだけ市民の皆さんの意見を聞く機会をつくれと、

こういうご意見でございます。これも全く同感でございまして、私もでき

るだけそういう努力をしていきたいと、こういう考えでおりますし、最近

は市内にある３２の地域振興会がそれぞれ振興会ごとに調整、自分たちの

意見を調整と交換すると、こういう機会がだんだん増えて参りました。そ

ういう機会をとおして市民の皆さんの意見を市政に反映していくと。 

先般も土曜日だったですか、１ヵ月ぐらい前の土曜日だったと思います

が、可愛地区の振興会の会に呼ばれて行きました。たくさんの皆さんがお

いででありました。大体予定では１時半から３時までという予定であった

わけでございますが、３０項目ぐらいいろいろ皆さんのご意見が出まして、

最初は司会の人も、｢もう一問一答でなしに文書で出とるんだから、もう

文書を見て回答してくれ｣と、こういようなお話しでありましたが、皆さ

んの意見はですね、｢これは一問一答でやらせてもらいたい｣ということで、

｢そりゃあ私らは時間は何時間かかってもよろしゅうありますけえ｣とい

うことで、たくさんの項目を一問一答形式でですね、やらせていただいて、

とうとう３時の予定が５時を過ぎたわけでございますが、後から聞きます

と、かえってその方が腹へ入って納得できて良かったと、こういうような

ご意見を賜ったわけでございまして、そういう機会をですね、できるだけ

つくらせていただきたいと、このように考えておりますので、よろしくお

願いします。 

◯松 浦 議 長   続いて答弁を求めます。自治振興部長、田丸孝二君。 

◯田丸自治振興部長   情報化のインフラの問題につきましては、本来ならば民間の事業者がで

すね、整備をするのが当たり前の世界です。ですから東京、広島を含めて

ですね、自治体がそれを整備すると。またはＣＡＴＶもそうでありますが、

そういったものを整備するというものはございません。ただ、こうした中

山間地域になりますと、民間事業者は採算が取れないということをもって、

実はそういったサービスを提供しないというのが実態なんですね。それに

対してこういった環境を放置したことは産業若しくは定住ということに

ついてもいかがなものなんかということで、自治体がやむを得ず整備をし

ていくという状況にあるんだろうというふうに思います。 

ご指摘の可愛局でございますけども、実はＮＴＴにはこれは可愛局だけ

ではございません。美土里、川根を含めましてですね、ＡＤＳＬの回線を

是非早期にお願いしたいということで、常々要望はしておりますけども、

実態の問題とすればその採算ベースに乗せるためには一定のはっきりし

たユーザーが必要であるということと、それから局舎等の改修をするため

の補助金を出して欲しいと、こういった厳しい条件が突きつけられている

というのが実態であります。現在の段階におきましては可愛局においても

そのユーザー等で確保はできないということの中で、実はＮＴＴとすれば、

またはヤフーもそうでありますが、現実進出してこないということであり
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ます。私どもとすれば民間でしていただくのが最適な方法でございますの

で、引き続きお願いをしていくという方法もあわせて取らせていただいて

いるということでございますので、その点につきましてはご理解をいただ

きたいというふうに思います。 

◯松 浦 議 長   以上で、明木一悦君の質問を終わります。 

続いて、通告がありますので発言を許します。 

９番、松村ユキミさん。 

◯松 村 議 員   先に通告いたしております３項目について、お尋ねをいたします。 

第１点目といたしましては、男女共同参画社会づくりについての推進状

況についてお尋ねをいたします。この件につきましては、先の同僚議員の

ご質問と、いささか重複する点もあろうかと思いますが、よろしくお願い

いたします。 

本市におきます将来人口の推計をみます時に、２０２５年には２万５千

５０３人までにも減少すると言われています。一層進んで参ります高齢社

会の中で安芸高田市の提唱しております｢人・輝く、協働のまちづくり｣。

今、正に、国と地方、官と民、男と女、パートナーシップによるまちづく

りが急がれておるところでございます。 

さて、本市におきましても昨年合併いたしまして、新たに男女共同参画

推進懇話会が結成され、１１月にはリレー集会が開催されたところでござ

いますが、その後の動きが見えてこないように思っております。 

新聞報道によりますと、庄原市におきましてジェンダーフリー教育の排

除を求める請願が採決されたとも報じられております。真の男女協働参画

社会の実現に向かっては、まだまだ道のりが遠いものと考えております。 

この度、お示しいただきました施政方針によりますと、本市におきまし

ても段階的に啓発活動を行い、周知・理解を図っていくとともに参画の機

会を確保するともございました。この１年間の推進状況について、どのよ

うに把握しておられるものか、お尋ねをさせていただきます。 

第２点目といたしましては、次世代育成対策法によります行動計画の進

捗状況についてお尋ねをいたします。 

少子化対策は、先にお伺いいたしました男女共同参画社会づくりと深い

関連を持っておることと思いますが、次世代育成支援対策法に基づきます

行動計画は、本市におきましては社協の方へ託されたとも伺っております

が、３月までに行動計画がなされるように、以前賜っております。そこら

あたりの進捗状況なりその意識調査等をとおしての成果について、お尋ね

をいたします。 

第３点目といたしましては、臨時保育士民間委託についてお尋ねをいた

します。 

国づくりは人づくりであり、三児の魂、百までという名言は、昔も今も

変わりないものと思っております。中でも幼児教育の重要性は常々述べら

れているところであり、充分な愛情を注いでやることが大切なことと思っ

ております。 
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こうした中で、子どもに係わる保育士にとっても、安芸高田市に雇用さ

れているという大きな誇りもあろうかと思っております。この度、臨時保

育士を民間会社への委託ということでございますが、相手会社であります

｢大新東｣の会社が当広島県内におきましての業務実績とか会社内容、信頼

性等についてお伺いいたします。この大新東の件については、一昨日の会

議におきまして、先輩議員からの資料提出のお願いしておりますので、重

ねてお願いしたいと思います。 

いずれにいたしましても、直接子どもにかかわる保育士委託については、

より一層の慎重を期すべきではないかと考えますが、その点、市長にお伺

いしたと思います。 

◯松 浦 議 長   ただ今の質問に対し、答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   男女共同参画の問題につきましては、ご存知のように懇話会をつくりま

して、それぞれ関係団体で協議をしていただいておるというのが実態でご

ざいます。いずれにしてもこの共同参画という問題は大きな課題でござい

ますので、できるだけ理想に近づけていくように努力をしていく必要があ

ろうというように思います。具体的には担当部長の方から経過の報告をさ

せていただきます。 

それから、次世代育成対策法による行動計画につきましても、具体的に

担当部長の方から報告をさせていただきたいと思います。 

それから、臨時職員の民間委託の問題でございますが、ご存知のように

今約２５０人臨時職員、それから非常勤特別職というような職員の皆さん

にお願いをしております。この問題は、やはり今後何らかのかたちで合理

化をしないと安芸高田市の大きな課題であります。もちろんこれだけじゃ

あありません。たくさんの問題があるわけでございます。そういうことで、

今回計画を立てさせてもらったということでございます。 

先般来、それぞれまた議員さんからもいろいろご指摘をいただいており

ますので、担当の部長の方からお答えをさせていただければと、このよう

に思います。 

◯松 浦 議 長   市長から担当部長へ指名がありましたが、手を挙げて下さい。 

◯廣政市民部長   議長。 

◯松 浦 議 長   市民部長、廣政克行君。 

◯廣政市民部長   男女共同参画づくりの推進の状況についてのご説明をいたします。本年

度においての取り組みにつきましては、男女共同参画社会の実現を目指し

て、市民への啓発事業を実施するとともに、本事業に対します市民のニー

ズの把握のためのアンケート調査を行ったとこでございます。現在、その

アンケート調査の事務局の方で取りまとめをしておりますが、その調査の

分析等につきまして、先ほど市長が答弁いたしました懇話会にて、この取

りまとめを今月一杯ぐらいではしていきたいと、このように思っていると

こであります。 

このプラン策定につきましては、１６年、１７年度として策定して参り
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たいと、このように思っておりますんでよろしくお願いいたします。 

◯松 浦 議 長   続きまして、次世代育成対策法による… 

◯福田福祉保健部長   議長。 

◯松 浦 議 長   福祉保健部長、福田美恵子さん。 

◯福田福祉保健部長   失礼いたします。それでは次世代育成対策法によります行動計画につい

て、新市での取り組みについてというご質問でございます。それに対して

お答えをしたいと思います。まずこの次世代育成対策法に基づきます策定

でございますが、これは児童が健やかに生まれ、育成される社会の形成を

構築するというのが目的でございまして、これほど少子高齢化が進んでき

ている中、深刻な問題でございます。そうした中で我が国における急速な

少子化の進展に伴いまして、平成１５年次世代育成支援対策推進法が交付

されました。それに基づきまして市町村及び３０１人以上の労働者を雇用

する事業主は平成１７年、この３月３１日までにこの行動計画を策定する

こととなっております。こうした中で本市の策定状況でございますが、こ

れは合併前に旧６町統一様式によりまして、保育所、小学校の保護者を対

象にですね、ニーズアンケート調査を平成１５年に実施いたしております。

そして合併後、昨年秋に安芸高田市次世代育成支援行動計画策定委員会を

設置いたしまして、関係機関の担当者１３名によりまして子育て応援会議、

下準備になると思いますけども、これの調査研究をいたしまして、素案に

ついて協議をして参りました。その後、計画書案ができましたので先日市

長の委嘱によります１２名の委員さんによりまして、第１回の安芸高田市

次世代育成支援行動計画策定委員会を開催いたしまして、これを提示させ

ていただいたとこでございます。そして現在、各委員さんにおかれまして、

内容を精査いただいているところでございまして、それをもとに第２回目

の委員会を今月末までに開催をいたしまして、策定をすることいたしてお

ります。この計画書がですね、平成１７年の当初といたしまして平成２６

年を目標といたします１０ヵ年計画ということでの取り組みでございま

す。これを定期的にそこの自治体の進捗状況を把握いたしまして、また見

直しをしながら子育てについて、そういう子どもをですね、次世代を担う

子どもたちを健全に育てていくということでの取り組みでございまして、

これが１６年度の事業でございますので、計画書ができましたら、また議

会の方にも示させていただいたらと思っております。 

段階的に会議をそれぞれ開いてきておりますが、議員さんのお尋ねの進

捗状況、成果についてということで、まだ今素案を委員さんに見ていただ

いている状況でございますので、現在進捗状況につきましては８０％ぐら

い。そして成果についてはまだ作成中でございますので、成果は上がって

おりませんというところでございます。よろしくお願いいたします。 

◯松 浦 議 長   次に、臨時保育士民間委託について。 

◯新川総務部長   議長。 

◯松 浦 議 長   総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長   臨時保育士の民間委託という松村議員さんのご質問でございますけど
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も、このことにつきましては昨年の３月１日に合併をさせていただき、市

民とのですね、行政の協働のまちづくりの観点に立った基本路線を出して

いただいております。こういうかたちの中で、この基本の目標の中で達成

するということになれば、当然新たなやはり改革の視点に立たなくてはで

すね、これの目標達成にはできないと思っております。あくまでも基本の

今回取り組みをさせていただいておりますのは、行財政改革の一環の一つ

の項目としてですね、取り扱いをさせていただき、１年間のある程度の他

県、他市の実績等も踏まえた中で、新たなかたちの中でこの安芸高田市の

中で導入をさせていただいた経過でございます。こういうことで、あくま

でも基本的な行財政改革の一環ということでですね、議員の皆さんのご理

解をお願いしたいというように思っております。 

当然、今までですね、こうした臨時職員なり非常勤職員につきましては、

行政の方で直接旧６町の中でもですね、雇用されて、恒常的な関係の中で

ですね、されてたのは事実であろうというように思っております。議員、

基本的な考え方の中でおっしゃりますとおり、やはり保育業務につきまし

ては、やはり相手が幼い子どもというかたちの中で、その保護者の思い、

願いをですね、やはり大切にすることが基本であると我々も認識をさせて

いただいております。そういうことを基本にですね、今回は慎重に業者選

定等も進めさせていただいたとこでございます。そういう状況の中で、こ

の民間委託という言葉ですが、我々はノウハウを持った職員の派遣という

考え方を持っております。そういう状況の中で、ある程度の実績を持って

おります、そうした大新東という企業にですね、派遣業務をお願いさせて

いただいておるとこでございます。 

当然、我々行政の中で考えておること、また民間が考えておるというこ

とは、今日の状況にですね、やはり民間で考えておることがですね、非常

に大なるものがあるんではないかと思っております。そういう会社に派遣

を願うことによってですね、人材の確保というものは容易になるんではな

いかなというような考え方、利点があると思っております。そういうこと

で、サービスの低下を招かないというのが基本原則でありますので、そう

したことは充分現場の混乱をですね、招かないようなかたちを充分管理監

督の中でやっていきたいというように考えておりますので、ご理解をよろ

しくお願いします。 

◯松 浦 議 長   以上で、市長並びに担当部長の答弁を終わります。 

再質問はありますか。 

◯松 村 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   はい、松村ユキミさん。 

◯松 村 議 員   １件重ねてお伺いいたします。男女共同参画推進につきましては、合併

前の旧６町において、多少の温度差もあったように受け止めております。

本町吉田町、八千代町におきましては、ある程度の策定がまとまっていた

ようにも伺っておりますが、この度アンケートによります、今集計中とい

うことでございますが、アンケート、意識調査をされた対象はどの範囲で、
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どれくらいな人員だったのか。男女別にわかればお伺いをさせていただき

ます。 

◯松 浦 議 長   答弁を求めます。市民部長、廣政克行君。 

◯廣政市民部長   このプランづくりの策定につきましては、ご質問のとおりそれぞれ６町

の温度差というものがございまして、それらの点も踏まえましての今年度

の啓発事業にあったように思います。先ほどお答えいたしましたように、

この芸北地域のこのリレー集会と、これはお名前の方も｢芸北地域の男女

共同参画の推進事業｣というように解釈しとるわけでございますけども、

開催をしてきたとこでございます。 

お答えのアンケートでございますが、市内対象者を８４０名を対象とし

て男女２分の１ずつの割合でアンケート調査を実施させていただきまし

た。これにつきましては、今先ほどお答えしましたように、事務局の方で

集約いたしましてこれを懇話会の方に報告を今月末にさせていただく。そ

れを踏まえまして来年度以降、提言書を取りまとめまして、プランづくり

策定というふうになろうと、このように思います。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   よろしいですか。 

◯松 村 議 員   はい。 

◯松 浦 議 長   以上で松村ユキミさんの質問を終わります。 

お諮りします。１１時１０分まで休憩としたいと思います。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時００分 休憩 

午前１１時１０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは時間が参りましたので、休憩前に引き続き、再開いたします。 

続いて、通告がありますので発言を許します。 

６番、川角一郎君。 

◯川 角 議 員   はい。６番、川角でございます。前もって通告をいたしております３件

について、お伺いをいたします。今回のこの議会におきましては、１７年

度の予算、また後ほど審議されるということでございますので、今日は基

本的なことについて、ひとつお伺いをしておきたいと思います。 

まず１点目でございますが、農業振興の中でこの農畜産物の地産地消と

いうのが今後大きな課題となってこようというふうに思います。現在の米

改革の中で示されておりますように、地産地消というのがこれから非常に

地元なり、あるいは他方面にかけても、どのようにこれを対応していくか

ということが大きな課題でございます。それで、現状を見てみますと、農

畜産物の地産地消というのはそれぞれ地域ではですね、産直をはじめ、そ

して観光施設等で積極的にですね、販売努力はされておるわけでございま

す。しかしながら、この身近なところがですね、まだまだその取り組みが

必要であるところがあるんじゃないかというふうに思うわけでございま

す。その中の１つとしてですね、この安芸高田市にはですね、中学校が６

校、そして小学校も１３校というふうなこと。また保育所なり幼稚園等も



 174

ありまして、それぞれのところでですね、給食事業が実施されているとこ

ろであります。その中で、今求められているのは、新鮮で、また安全で、

安心で、そして顔の見える、ひとつ食材を提供すると、このことによって

子どもがやはり健康で健やかに成長することになるんじゃないかという

ふうに思うわけでございます。また、このことによって農家にとってもで

すね、生産の拡大につながるし、あるいはそれに伴って農業収入も増大し

ていくというようなことがあるというふうに思います。そこで、現在です

ね、この地元の米をはじめ、あるいは野菜、果物、農畜産物ですよね、そ

こらがどの程度学校給食に使用されておるのか、そして現在、いろいろで

すね、まだ統合して、合併して間がないということで、給食施設もそれぞ

れ点在をして対応されておると。今後この給食施設についてはですね、基

本的にどのような考え方を持っておられるか、その点を１点はお伺いをし

たいというふうに思います。 

また、２番目につきましては、非常に問題になっております有害鳥獣の

駆除について、あるいは防御について、ひとつお伺いをしたいと思います。

近年、休耕田なり非常に増えておりますし、また山の手入れ等も非常にな

されていないというふうなことから、急激にイノシシやシカが増えておる

状況がございます。今、何頭おるかということになると、とにかく所によ

ったらですね、網の中で人間が暮らして、外で悠々とイノシシ、シカが暮

らしておるというような現状でございます。農家が丹精込めてつくったで

すね、米あるいは野菜、果物、そして農畜産物等々にですね、それから特

に山に植林した幼木までもですね、現在は被害に遭っておるというふうな、

非常にあらゆる産物に被害が及んでおるという状況でございます。農家で

はこの被害を防ぐためにですね、多くの費用と労力を費やしてですね、努

力されてはおるわけでございますが、なかなか防ぎきれてないというのが

現状だというふうに思います。ちょっと予算の中を見てみましても、今年

の予算がですね、昨年を若干下回っておるというふうな状況もございます。

そこらでですね、これからの農家の皆さんの努力はもちろんでございます

が、市として駆除なりですね、あるいは防御対策、また費用にかかる支援

策についてですね、この１７年度の取り組みについて、ひとつお聞かせを

いただきたいというふうに思います。 

それから３点目につきましては、今非常に問題になっております、学校

のですね、いろんな犯罪が起きておりますが、それについての警備体制と

いいますか、それについてのお伺いをしてみたいと思いますが、最近新聞

やテレビ等で報道されておりますように、学校内での殺傷事件やあるいは

通学途中でのですね、誘拐、また先般は、教えていただいた子どもがです

ね、恩師の先生を殺害するというふうな、非常に痛ましい事件が頻繁に発

生をしておるわけでございます。このような状況の中で、この中山間地と

いえどもですね、やはり、いつこの地域でそのことが起きるか分からない

というふうな、非常に危険が想定されるわけでございます。このような状

況の中で子どもを犯罪から守るためにですね、各地で様々な対応がされて
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おりる現状はございます。そこで、市としてですね、今実施されておる状

況なり、あるいはまたこれからどのようにしていくんかというふうな、い

ろんな策がなされておるというふうに思いますが、そこらの対応について

ですね、市長なり、また教育長の方へお伺いをしてみたいというふうに思

います。以上、私の方から３点についてお伺いしますので、よろしくお願

いをいたします。 

◯松 浦 議 長   ただ今の質問に対し、答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   川角議員さんの、まず最初の農産物の地産地消の問題でございます。こ

のことにつきましては、もう我々も当然これは伸ばしていかにゃあいけん

ということで、産直市とかあるいは青空、こういうものを重点的に支援を

してきておるわけでございますし、また、今回の予算にも計上しておりま

す、農産物処理加工施設についても、これは地産地消の一環というように、

我々も考えておるわけでございます。 

特にこの本年は、食育教育という問題で文部科学省、農林水産省ともか

なり力を入れておるということでございます。これはそれぞれまたご質問

は担当の方から説明をする機会があるかと思いますが、この給食の問題に

ついては教育委員会の方からお答えをしていきたいと思います。少し補足

があれば食育の問題についても農林水産省の方で今新しい政策も出てお

るようでござますので、担当部長の方からお答えをしていきたいと思いま

す。 

それから、給食の調理場の問題については、これも教育長の方からちょ

うど答弁をしていきたいと思いますが、随分年数が経った施設とか、各町

へこれがあるとかいうような問題がありますので、将来的には何かやっぱ

り考えていく必要があるんじゃなかろうかと思いますが、ちょっとまだ具

体的な問題が出ておりません。 

それで、この有害鳥獣の駆除の問題でございます。ご指摘のように人間

が柵の中で暮らすというような事態があります。我々としては猟友会の皆

さんのいろいろご協力を賜りながら、駆除しておるわけでございますが、

やはりこれは自然保護というような立場からしますとですね、捕獲に制限

があるという問題があるんで、いくら捕っても捕っても増えて来るという

問題がありますので、あこらをもう少し捕獲の枠の拡大というようなこと

もですね、これは県、国がもうやることでございますが、そこらも考えな

いと最終的には人間が被害を被るということになろうかと思います。具体

的には担当の部長からお答えをしていきたいと思います。 

それから学校の警備の問題についてはご指摘のとおりでございます。現

在の安芸高田市の対応について、教育委員会の方から具体的に答弁をさせ

ていただきます。よろしくお願いします。 

◯松 浦 議 長   続いて答弁を求めます。 

教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   ただ今の川角議員の質問に対しまして、お答えを申し上げたいと思いま
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す。まずは、農産物の利用状況についてのお尋ねでございますが、保護者

の根強い願いは、安全で安心、そして新鮮で安いということが一番の願い

であると思いますし、さらには食の教育の推進の向上の観点から、学校給

食の食材は可能な限り地元の食材を活用しております。 

１点目のご質問の地産地消の状況でございますが、米につきましては学

校給食会を通じて一部の学校を除き安芸高田米を購入しております。野菜

は身近に栽培しているものが多く、基本的には市内の農家あるいは産直市

などから直接購入しております。畜産物につきましては、約３分の２が市

内で、残りを学校給食会で購入しておるのが実態でございます。 

２点目の質問である給食施設でございますが、市内５ヵ所の共同調理場

と３校の自校式の施設で現在運営しております。しかしながら、建築後２

５年を経過した老朽化した共同調理場が３ヵ所有り、また、６年～８年経

過した共同調理場が２ヵ所あります。自校式も考慮しながら平成１７年度

において、調理場等再編整備調査費を予算計上しておるところでございま

す。 

次に、学校の安全確保のための現在の対策と今後の対応についての質問

がございました。元々学校は安心をして学べる場であると誰もが考えて参

りました。ところが学校はもはや予測できない危険性に満ちていると考え

ざるを得ない痛ましい事件が起こって参りました。２月１４日に大阪府の

寝屋川中央小学校で起きた、卒業生による教師殺傷事件につきましては、

緊急かつ重大な事件と捉えまして、直ちに全小中学校、幼稚園に｢さすま

た｣を一本ずつ配布することとし、学校の防犯力を強化するとともに各小

中学校、幼稚園代表を召集いたしまして、学校安全対策会議を開きました。

新聞でも報道されましたのでご承知いただいていると思いますが、吉田警

察署から侵入者に対する対応について実技指導を交えて指導をいただき

ました。また、危機管理マニュアルを作成したり、危機を想定したシュミ

レーションを実施したりするなど、学校への指導を行っておるとこでござ

います。 

今後は、これまで同様、危機の未然防止への取り組みを中心としながら、

この子ども１１０番の家を機能していくような学校指導をして参ります。

子どもたちの安全を守るために、今後とも地域の皆さん方のお力を借りた

いと考えておるところでもございます。どうぞよろしくお願いいたします。

以上でございます。 

◯松 浦 議 長   続いて答弁を求めます。 

産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長   それでは、有害鳥獣の駆除対策についての補足の答弁を申し上げます。

ご指摘いただいておりますように、有害鳥獣に対する取り組みということ

につきましては、これまで農業者の皆さんと行政とが一体となりまして取

り組みをしてきておるところでございます。特に近年シカ、イノシシの頭

数はかなり増加をしておるという状況であろうと思います。特に本市にお

きましては、イノシシ、シカの被害が急増しておるところでございます。
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今後におきましても先ほどご質問の中にございましたように、昨年同様、

１７年度予算におきましても予算を計上いたしておるところでございま

すが、これまで同様、農家の皆さんの自営防衛に対する部分に対する支援

と、それから有害鳥獣の捕獲班によります捕獲対策の二手で対策を取り組

んでいきたいというふうに考えておるところでございます。 

また、報道されておりますように、中山間地域等直接支払交付金が来年

度から新たに５年継続が決定をしておるとこでございます。こういった事

業も有効に活用していただきながらですね、一体となった取り組みをして

いきたいというふうに考えております。 

防護柵等の補助の状況につきましても、１６年度におきましてもかなり

利用していただいております。市といたしましては先ほどご質問の中にあ

りましたが、柵の中で生活をするというような状況にはなってきておるわ

けでございますが、経費的にも有効的な効果的な柵の対策をしていくとい

う意味におきましては、集落・地域での取り組みを是非行っていただきた

いということで、そういった内容で柵の補助事業も制度として設置をして

おるとこでございます。 

また、有害鳥獣の捕獲につきましては、捕獲班の皆様にお願いをしてお

るとこでございますが、班員の皆さんの構成の年齢ということもですね、

非常に高齢化をしてきておると。後継者の不足という状況も出てきており

ます。こういったところについてもですね、後継者の育成等も含めた有害

鳥獣の捕獲班体制の支援の方もあわせて取り組みをしていかなくてはい

けないというふうに考えております。 

いずれにいたしましても農業者にとって収穫目前の農産物が被害を被

るというようなことが起きますと、生産意欲の低下というようなことにも

多いにつながって参ります。これまでどおり重要な課題として受け止めさ

せていただいておりますし、これに対応する対策についてもですね、充分

に取り組みを進めて参りたいというふうに考えております。以上でござい

ます。 

◯松 浦 議 長   以上で、市長並びに担当者の答弁を終わります。再質問がありますか。 

◯川 角 議 員   はい、議長。 

◯松 浦 議 長   川角一郎君。 

◯川 角 議 員   今、ご答弁をいただいたわけでございますが、まず１点ですね、給食に

つきましてはまだ一部にはですね、地元のというわけにいってないという

ご答弁があったわけでございますが、是非ですね、そこらはこれからの取

り組みについてはですね、あれだけ地産地消ということで、ひとつ皆、頑

張って行こうということになっておりますので、全設備ともですね、施設

ともこの地元でやっていくんだという心構え、そこらをしていただきたい

と思うんで、そこらを取り組みのひとつのお答えを再度いただいて、とい

うことと、それから給食の中へ米を入れていくということについては、制

度的にですね、補助事業の絡みもあるんではないかというのもちょっと聞

いとるわけなんですが、そこらがですね、非常にネックになっておるんか
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どうかということもですね、ちょっとお聞かせをいただきたいというふう

に思います。 

それから今日のちょうどですね、質問するにあたって新聞を今朝見てお

りましたら、三次市の予算の中で地元産米の給食拡大ということで大きく

ですね、出て、いろいろ知恵を付けてもろうたような感じがするわけなん

ですが、これを見るとですね、三次あたりではもう２００４年から全面地

産地消で給食へ取り入れていくんだと。しかしながら全部今回やりかえる

ということで、県内で１５市ある中で、庄原、竹原市に次いで３番目とい

うことで、残念ながら今回はまだ高田市というのは載ってきてないという

こともございますし、それから今年は１千８００万円かけて米飯給食へ全

面的に取り組むんだというふうな姿勢もですね、今年度で打ち出されてお

るというようなこともございます。そこらとひとついうようなこともござ

いますが、我が高田市においてもですね、積極的にこのことについてはひ

とつ取り組んでいただくことによって、これからの消費拡大というのが大

きく推進されるんではないかというふうに思いますので、そこらの考え方

についても再度お伺いをいたしたいというふうに思います。 

それからシカの関係でございますが、先ほど頭数についてはなかなか今

シカとかイノシシが何頭この高田市内でおるんかというのは、非常に予測

が難しいというふうには思うわけです。しかしながら、大体この１６年度

においてですね、１６年ですか、において何頭ぐらいシカとかイノシシが

捕獲されておるのか、そこら先ほどありましたように一応捕獲枠というの

が決まっておる関係でですね、難しい点もあろうかと思うんですが、なか

なか現状としては増える分でも減ってないという地元では現状がござい

ますんで、またところによってはですね、市の職員までがその資格を取っ

て、ひとつこの駆除に対してはですね、対応しておるというのも新聞あた

りで見受けるわけでございますが、そこらまで市としての取り組みがです

ね、どこらまでできるのかということもあろうかと思うんですが、なんと

かですね、そこらをやっていかないと、今からのこの有害鳥獣というのは

まだまだ増える傾向にあるんではないかというふうに思いますので、そこ

らの取り組みについてですね、あるいは捕獲頭数については大体どのくら

い現在、捕獲されておるのかということについても、お聞かせをいただき

たいと思います。 

それから支援策の中でもですね、個人的にしておったんではもうどうに

も対応できないというようなことから、やはり集落的あるいは地域的にで

すね、これはみんなの共同の中で取り組まないとこうれは防げないという

のは実態であろうというふうに思います。これのことについてもですね、

今朝の新聞を見ますと三次市においては集落全体を防護策で囲む取り組

みについては、計２００万円の補助を用意しましたよというふうなことが

出とるわけなんですね。これはそれぞれ市の取り組みでございますので、

どうこう言うことはないんですが、非常に力を入れたひとつの防御対策が

取られとるということもございます。そこらで、この高田市の面で見れば、
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まだまだそこまでですね、その金額的には、あるいは支援対策については、

若干ですね、まだ弱いんじゃないかと。そうしていかないとなかなか防ぎ

きれないというふうなことも思いますので、そこらをひとつ、意見でもご

ざいますが、ひとつ検討いただきたいというふうに思います。 

それから最後の学校の関係でございますが、いろんな取り組みはされて

おるようでございます。また次の質問者の青原議員の方もですね、このこ

とについては質問されておりますので、またそこらで出ると思いますので、

私についてはこれでいいというふうに思っておりますので、次に譲りたい

と思うんですが。 

以上の点についてですね、再度お聞かせをいただきたいというふうに思

います。よろしくお願いいたします。 

◯松 浦 議 長   ただ今川角議員の再質問に対して、答弁を求めます。 

教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   ただ今の再質問についてお答えをして参りたいと思います。まず、農産

物の地産地消について、米のことにつきまして一部学校を除き、安芸高田

米を使用してないということについて答弁いたしましたが、これは向原の

共同調理場につきましてのことでですね、自分の家でご飯を持ってくるよ

うになっとるんです。ですから一括して購入するということがないという

意味でございますので、その点はご理解いただきたいと、このように思っ

ておりますが、今朝の新聞を私も拝見いたしました。多分、このことにつ

いて触れられるだろうということは予想しておりました。他市のいいとこ

ろにつきましては、我々としても積極的に導入をしていきまして、結果と

して安芸高田市内のいろんな面が活性化することについては一緒になっ

て考えていくべきだろうと思いますし、そのようにさせてもらいたいとい

う思いでおります。 

次に購入につきまして制度的な面があるんではないかという質問があ

りましたけども、これは広島県の学校給食会というのがございまして、学

校給食を普及していくためにそういう施設を県としてつくっておりまし

て、これは東広島市にあるわけであります。ただですね、そこで購入いた

します利点としてはどういうことがありますかというと、１つは一括して

そこは予約注文しておりますので安いということがあるんですね。それか

らもう１つはですね、給食専用のものを作っておりますから、調理につい

ては袋から出したらもう切ってあるものが入ってあると。ところがそうで

ないところから購入しますと、袋から出したのを切って調理しなくてはな

らない手間が違うということがあるんです。もう１つは、特に畜産物につ

きまして添加物の問題がございまして、見栄えがいいのがいいのか、添加

物がないのがいいのかということになりますけども、安全安心な学校給食

を提供するという点から考えますと、見栄えよりももう少し添加物の少な

いということを選ぶと、そういうことがございます。しかしながら、地産

地消ということについて共同調理場の栄養士がまったく考えていないと

いうことはございませんので、積極的な利用につきましてはいろんな関係
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者との協力も得ながら前に進めて参りたいと、このように考えております。

どうぞよろしくお願いします。 

◯松 浦 議 長   続きまして、答弁を求めます。 

産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長   有害鳥獣に対策についてのご質問でございますが、１６年度、今年度で

ございますが、１月末現在の捕獲状況でございます。イノシシにつきまし

ては４９４頭を捕獲をしております。シカにつきましては５９７頭を捕獲

をしておるとこでございます。ご質問のように非常に頭数が増えておると

いう状況でございます。捕獲の計画頭数の拡大というようなことも、もち

ろん県の方との協議も重ねていくということも必要だと思いますし、それ

に対応できる体制というものをですね、やはり構築をしていくということ

が非常に重要になってこようと思います。ご質問がありましたように、行

政の職員がそういったところの一翼を担っておるというところもござい

ますが、非常に今の状況の中ではそういった業務を行政の業務の中へ入れ

ていくということは非常に難しい、かなりのハードルを整理していくとい

うことも必要になってきます。先ほど申し上げましたように、担い手、後

継者の皆さんを育成していくところについては、かなりこれから捕獲班に

猟友会等の組織等もですね、連携を取りながら取り組みをしていかなくて

はならないと考えておるところでございます。 

また、三次市の例がございましたが、本市の場合、１６年度の柵の実績

でございますが、現在３８件の申請をいただきまして、補助金が現在のと

ころ４７８万円助成を、支援をさせていただいております。 

また、平成１７年度の予算の計上といたしましては、５００万円を現在

計上させていただいておるという状況でございます。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   よろしいですか。 

◯川 角 議 員   はい。 

◯松 浦 議 長   以上で、川角一郎君の質問を終わります。 

続いて、通告がありますので発言を許します。 

１１番、青原敏治君。 

◯青 原 議 員   通告に基づきまして、２点の質問をさせていただきます。また、この質

問内容につきましては、同僚議員も質問されておりますので、重複すると

ころがあろうかと思いますけど、ひとつよろしくお願いいたします。 

まず最初に、臨時・非常勤職員の民間委託についてということで、先ほ

どの同僚議員の方が発言されたんですが、これは行政改革の一環として臨

時職員。非常勤職員の委託が４月１日より実施されます。２月以降、民間

委託対象者に対して支所別に説明会をされたようでございますけど、その

ことが充分に対象者の人に理解を得られたかというと、そうは思われない

という思いがします。対象者各人、それぞれいろいろな事情があろうかと

思いますが、市としての充分な考慮のもとに決断されたのかをお伺いしま

す。 
続きまして、学校危機管理について、これも重複すると思いますけども、
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やはりいろんな事件が発生をしております中、本市、先ほども出ましたけ

ども、小学校１３校、中学校６校、高校も３校ございます。すべての学校

で安心かつ安全な学校生活を送ることのできる対策を早急に考える必要

があるのではないかというように思います。予算のない中、こうした対策

を急務にしていただいて、子どもたち、将来を担う子どもたちのために、

努力をしていただきたいというふうに思います。その点につきまして、教

育長の対応策をお伺いするものでございます。以上、２問、よろしくお願

いします。 

◯松 浦 議 長   ただ今の質問に対し、答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   はい。青原議員の質問の臨時・非常勤職員の民間委託ということでござ

います。先日来、いろいろご意見を賜っておりますが、行政改革の一環と

してお願いをしておるということでございますので、今後とも充分職員の

方にはですね、理解をしてもらうようにしていきたいと。それぞれ各支所

単位に関係者に集まってもらって説明会をする機会は得させていただき

ました。そういうことで、我々が聞いたところでは基本的にはですね、ご

了解をいただいたという、そういう中で、やはりいろいろご意見はあった

ようでございますが、やはりその人が辞めて下さいとかなんとかいうこと

でなく、引き続き職場では働いていくと、こういうことでございますので、

そこらの理解をできるだけ議員さんにもいろいろそれぞれ対象者の皆さ

んから、おそらくご意見が入っておると思いますが、ひとつご理解を賜り

たいと、このように思います。もし、答弁が必要でしたら、また担当部長

からお答えをさせていただきたいというように思います。 

それから、学校の危機管理の問題については、教育委員会の方からお答

えをさせていただきます。 

◯松 浦 議 長   続いて、答弁を求めます。 

教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   ただ今の青原議員からの質問がございましたが、学校の危機管理につき

まして、お答えをさせてもらいたいと思います。学校におきます外部から

の侵入者そのものに対します特別の対策につきましては、先ほど川角議員

の方からの質問についてお答えをさせていただいたとおりでございます

が、それだけでなしに、地震等を含めたですね、危機管理ということにつ

きまして、ソフト面で申し上げますと、避難訓練はもとより通報防御対策

等の措置的な対応を行うべく危機管理マニュアルを作成をして、シュミレ

ーションを実施するなどの指導をしておるところでございます。 

また、ハード面で申し上げますと、学校の耐震診断につきまして、平成

１７年度は耐震化優先度調査を、残っております全ての学校につきまして

実施して、１００％の耐震診断を行うというような取り組みをさせてもら

う予定にしております。その中で、耐震診断の優先度調査を行いました中

で、優先度の高いものから耐震診断を行いまして、補強工事とかあるいは

大規模的な改修工事を行いたいと、このように考えておるところでござい
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ます。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で市長並びに教育長の答弁を終わります。 

再質問はありますか。 

◯青 原 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １１番、青原敏治君。 

◯青 原 議 員   今、答弁をいただいたとこでございますけど、臨時職員・非常勤職員の

ことにつきましては、これは行政改革の一環ということはよく私も理解す

るとこでございますけど、このことをその対象者の人になぜ早く周知させ

なかったのか。そうすればやはりその対象者の人も今後の身の振り方とか、

いろんなことを充分考える時間があったんではなかろうかと。なんでこう

いうふうに性急なかたちで進めていかんにゃいけんのかというような思

いがするわけでございます。先ほど総務部長さんの同僚議員の答弁の中に

は行革の一環としてこれは３月１日からやってきたんじゃということも

お伺いをしました。その時点で、ならなぜ、その時点でそういう対象者の

人たちにおいおい、少しずつでもいいですから説明ができなかったのかと

いうことが１点と。それにつきまして、助役さんが推進本部長になっとら

れると思われるんですが、助役さんの考え等もお聞きをしておきたいとい

うふうに思います。 

また、今の臨時職員とか非常勤職員については、市が雇うものがある、

民間委託するものがある、民間委託、その事業団ともありますけどその中

において学校へ勤められておる臨時職員さん等はどういうふうになるの

か。これは据置きなのかという問題があります。やはり臨時職員というこ

とになると、全部を包含してやるべきではなかろうかということが１点と、

それと今の給食場ですね、給食調理員さんについては、合併前、いろいろ

な事情の中で雇われとったと、雇用されとったというふうに聞いておりま

すけど、その条件の違いの中で今回一律に対応していくんじゃというよう

なことでは私はちょっと不公平じゃなかろうかというふうな思いがしま

す。市の職員さんがあり、臨時職員さんがあり、そういうふうな流れの中

で、やはりそういうところから精査をして、こういう対応策を取られたら

こんなに混乱するようなもんでもなかったんかなというふうな思いがい

たします。 

先ほども教育長の答弁の中に給食場、調理場をやはり１ヵ所にまとめん

にゃいけんのじゃないかのというふうな話しもチラッとは聞きましたけ

ども、そういうふうなかたちもスムースに移行ができるんじゃなかろうか

というふうな思いがしますけど、いかんせん、４月１日からこういう制度

をスタートするわけですから、この前の補正予算の中でも予算を可決しま

したんで、スタートするだろうと思うんですが、やはりもう少し考えるべ

きところがあるんじゃなかろうかというふうに思いますので、そこのとこ

ろをひとつお答えをいただきたいということです。 

それと学校危機管理についてですが、先ほど川角議員さんの答弁の中に

もありましたけど、私が申したいのはやはり塀にするのがええんか、ネッ
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トにするのがええんかはさておきまして、予算が絡むことですからやはり

そういう対策もね、講じにゃあいけんのじゃないかというふうな思いがし

ます。今朝の新聞も見られたとは思いますけど、地域ぐるみ学校安全体制

整備推進事業ですか、そういう事業も文部科学省の方から提案されており

ます。そういうのもいち早く先取りをされて対応していただければと。や

はり先ほど申しましたけど、将来ある子どもたちにしっかりと、伸び伸び

と勉強なり、遊びなりをしていただきたいというふうな思いがします。そ

の点、もう一度踏まえていただいてご答弁をいただければと、よろしくお

願いします。 

◯松 浦 議 長   まずはじめに非常勤・臨時というので、総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長   先の議員さんの方の答弁をさせていただきましたけども、今回のこうし

た業務の派遣ということにつきましては、総合的な市の改革というひとつ

の一環の項目としてですね、取り組みをさせていただいたとこでございま

す。どうしてもこうした改革の一環といいますのが、現在行財政改革の答

申の受ける作業中でございますけども、市長の命により５項目の選考をさ

せていただいております。その１つの項目としてですね、こうした業務の

実施をさせていただいとるとこでございます。そういう１７年度全体の考

え方を整理させていただきますと、やはり財源の確保をどのようにすれば

よいかというのが一番大きな問題ではなかろうかと思います。１つには、

三役さんの給与カット、また職員の給与のカット、それと市民の皆さんの

ですね、団体に対する補助金の１割カット、そうしたことをですね、やは

り我々もそうしたかたちの中で職員もですね、全職員もこうした改革に取

り組み、市民の皆さんもご協力いただくという観点の中でですね、全面的

なこうした推進をですね、スムーズに進めなくてはいけないというのは認

識をいたしております。 

そういう状況の中で、今までの旧６町で実施をしておりました、非常に

こうした臨時職員なり非常勤職員の雇用体系がですね、非常に違っており

ます。合併前にですね、このことを調整しておけば一番良かったかたちで

あったろうと思いますけども、なにせ合併までを見越した短期間の中でで

すね、この調整項目ができなかったということもですね、大きな１つの要

因ではなかろうかなというように思っております。 

そういう状況で、この旧町ともですね、ある程度この雇用体系というの

はですね、辞令交付をもって雇用をする。１年１年の雇用体系。そういう

ことがされてないその町村もあるというように我々は認識いたしており

ます。 

今回、いろんな角度の中で事務調査をさせていただいておりますけども、

非常にバラつきがあり、１６年度はその状況の中で進めさせていただいて

おるのが現状でございます。大変、こういうことにつきましてですね、取

り組みをさせていただいて、議員の皆様方にそうした雇用していただいて

おる方のほうからですね、いろんな苦情等もですね、多々多くあって、大

変ご迷惑をおかけしておると思っております。そういう状況の中でですね、
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各支所単位におきまして説明会等もさせていただいたところでございま

す。 

当然、いろんな角度で皆様方には大変ご迷惑をおかけしますけども、１

７年の４月１日からはですね、やはり臨時職員、また非常勤職員の任用に

あたりましては、やはり地方公務員法に基づく方の中でですね、雇用体系

を明確にさせていただきたいというように思っておりますので、ご理解の

方をよろしくお願いしたいと思っております。 

当然、こういうことに取り組みをさせていただくわけでございますので、

スムーズな移行ということにつきましてはですね、現場の責任者、管理監

督する立場の職員もおります。そういう職員との連携がですね、充分総務

部の方とも連携を取らせていただいて、雇用の体系をですね、ある程度明

らかにさせていただきたいというように思っておりますので、ご理解の方、

よろしくお願いしたいと思っております。 

◯松 浦 議 長   続きまして、助役、増元正信君。 

◯増 元 助 役   ただ今の部長の説明と重複する部分もあろうかとおもいますけど、お答

えを申し上げたいと思っております。ただ今も市長も申し上げましたとお

り、この行財政改革につきましては市を挙げての取り組みであろうという

ふうに私は思っております。１６年度には行革の大綱を策定させていただ

きたいと。そしてそれに基づきまして１７年度にはそれぞれの事業の取り

組むべき実施計画について具体にですね目標を定め、それを実施をしてい

くと。それを５年間のひとつの期限を設けてやっていきたいというふうに

思っております。今回のこの行革は、合併をして新しい市をつくるという

中での、どうしてもやらなきゃいけない問題であるというふうな中では、

単にその物事を削減するあるいは予算がないからやらないと、そういう問

題ではなしに、行政の発想そのものを変えるんだと、そういうふうな思い

がいたします。そういうことになりますと、職員を含めた意識改革あるい

は事務事業のあり方、評価をどういうふうにしていくのかと、そういった

大きな問題でございます。そういった中、１７年度、新年度から具体的に

取り組めるものは取り組んで行こうと。具体的に１７年度の予算に反映し

ていこうということで、重点４項目に取り組んで参りました。その中にこ

の正規職員の定数を削減していくとか、あるいは意識を変えていくとかい

ったような問題と同時にですね、臨時の２５０名おられます職員の皆さん

のですね、改革もですね、一緒にやっていこうということでお願いをして

参りました。２月の２１日から各支所ごとにその説明をさせていただきま

して、私も１会場を除いては出させていただいたわけでございますけども、

職員の皆さんにそういった全体の改革の中で一緒にお願いをしたいとい

うことで、雇用につきましては引き続きお願いをしたいと。それぞれの現

場でそれぞれサービスに携わっていただいて経験も積んでいただいてお

るわけでございますから、引き続き雇用をさせていただきたいんだと。そ

のための手法として、今回、民間活力を導入した業務の一部委託をと、こ

れでありますと年をまたがっての雇用も可能になると。あるいは働いてい
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る皆さんの希望に添った時間帯も取れるんではないかということでお願

いをしたり、説明をさせていただきました。ただ、賃金体系につきまして

はですね、これはまた別なハコで整理をさせていただきたいと。１６年度

１年間については各町それぞれの事情があって、それなりの賃金体系を取

っておりましたけども、１年間かけて近隣の市町村あるいは民間の賃金体

系とも比較して、一定の整理をさせていただいたと。これが概ね減額とい

うことになっておりますので、生活を抱えておられます職員の皆さんには

大変申し訳ないことではありますけれども、ご理解を賜りたいというふう

なことでお願いをしております。その意を尽くして説明をさせていただい

たつもりではございますけれども、それぞれ受け止めもいろいろであった

というふうに思っております。その点につきましても引き続き新年度、新

しいシステムをスタートさせるわけでございますので、現場職員の皆さん

とですね、意志の疎通を図って実施をして参りたいというふうに思います。

よろしくお願いします。 

◯松 浦 議 長   続きまして、教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   先ほどの青原議員の質問についてお答えをしていきたいと思いますが、

まず最初に給食調理場の再編整備の調査費を、１７年度実際にやるという

ことでございますが、共同調理場１ヵ所にするかどうかということにつき

ましては、議論の俎上には登るとは思いますが、教育長として１ヵ所にす

るということは、まだ申しておりませんのでご理解をいただきたいと、こ

のように思います。 

次に、安全管理のことでございますけども、先ほど塀をどのようにする

んかということについてのご質問がございました。確かに人間が知恵を絞

って侵入してくるわけでございますので、アメリカのようにですね、ピス

トルを持ってそこに護衛をするというような時代が将来的に来るんじゃ

ないかというような危惧をしておりますけれども、具体的に申し上げます

と、心配なのは、全く開放廊下の学校が市内にあるということなんであり

ます。ある学校についましてはフェンスがあったり、塀があったり、ある

いは金網があったりして、すぐには入れないところもございます。中には

校舎の真ん前をですね、農道が通っておるようなことでフェンスを設ける

ということもできないというような状況もあるんです。土地が安いという

ことで山を削ってできたというとこもあるかも分かりませんけども、実際

にその塀をつくるということになると莫大費用がかかるということがご

ざいますので、先ほど申し上げましたように、耐震診断もしながら、そし

て補強できるところは補強していくということと同時に、学校の中での警

備体制あるいは防犯体制も積極的に進めて参りたいと。｢災いは忘れた頃

にやってくる｣と言いますが、１年に１回ほどそういうことをですね、や

っておきますと事が済むというわけにはいきませんので、安芸高田市の場

合は警察署の方のご指導も得ながらですね、全ての学校が年に２回そうい

う避難訓練等を実施をしております。 

次に登下校についての問題でございますけれども、文部科学省も寝屋川
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の問題が起こしましてですね、緊急に対策を講じなければならないという

ことで、ヤッサで予算編成をしたんじゃないかと思いますけども、新聞等

でご承知のとおり｢地域の子どもは地域の大人が守ろう｣ということで、地

域振興会へ取り組んでいただいておる地域もございますし、具体的にもう

少し申し上げますと、本日、可愛小学校におきましてはですね、２月９日

に不審者が出て参りまして、早速に校外指導部とかＰＴＡの役員さんがお

集まりになって、今日１４時４５分に学校へ集合していただいてみんなで、

地域の者も子どもたちの行き帰りがどんな状況か知って、そして守ろうじ

ゃないかという動きもしていただいとるということも聞かせてもらって

おります。こういう取り組みにつきましては市民の皆さんにも積極的にご

理解、ご協力をいただいたりしていただきたいということで、報道関係に

もお願いしておるとこでございますが、出るか出んかは分かりませんけれ

ども、そういう前向きな取り組みもしているということで、本当に感謝を

しております。文部科学省のそういう事業をいただくことができるならば

我々もそれを活用して一層安全安心な学校づくりに取り組んで参りたい

と、このように思っております。 

◯松 浦 議 長   青原議員、再々質問はありますか。 

◯青 原 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   再々質問を許します。 

◯青 原 議 員   教育長さんの件につきましては大方の理解をするところでございます。

ただ、今の臨時・非常勤職員のことについて再度お伺いをするんでござい

ますけども、旧八千代町の場合でございますけど、調理員さん、今の非常

勤職員さんですね、それがどう言うていいか、今の正職さんですね、町の

職員さんあたりの組合活動の中で、それに臨時職員も参加をせえよと。参

加もせえ。署名もせえ。というような行動の中でね、じゃあ職員さんは一

体今回の措置については何だったんだろうかと。組合の方から何のあれも

ないし、どうなっとるんだろうかというような思いがするんですね。そこ

らあたりもね、都合のええ時には参加をさせとって、都合の悪い時には黙

っとるというようなことではね、やはり非常勤職員さんあたりもね、怒ら

れるのももっともだろうと思うんですよ。そこらのね、事情もね、やっぱ

りしっかりと受け止めてね、やっていただきたい。 

先ほども申しましたけど、やはり２７０名おられる非常勤職員さんも全

てを、やはり同じ条件ということにはいかないかもわからんですけど、あ

る程度はそこの条件に近づくぐらいの精査をされて、それが行財政改革の

一環の５つの柱の１つだろうというふうな思いがします。そういう流れの

中で、今の大方の理解はしますけどもね、やはり周知徹底が遅かったんじ

ゃなかろうかということですね。だからやはりこういう問題がどんどんど

んどん出てくる状況にある。やはりそこらもやっぱし精査されて対応され

ていただきたいというふうに思います。それで、今言ったように組合との

話し合いがどういうふうになっとるのか、あれば、当然会議を持たれたと

思いますので、そこらあたりの内容的なことをお聞きできればありがたい
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なと思いますので、よろしくお願いしまして、質問を終わります。 

◯松 浦 議 長   ただ今の質問につき、答弁を求めます。 

総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長   議長。先に、ご答弁をさせていただきましたように、各町ともですね、

それぞれのこうした雇用体系なり条件的なものはあったように思ってお

ります。組合活動等につきましてはですね、いろいろこうした各町の体系

の中で実施をされておったのは事実だろうと思っております。ただ、雇用

形態等とかですね、その人事関係につきましてはですね、いろんな角度の

中では組合の介入というのはなかなか難しいかなというように思ってお

ります。今回の当然、職員、また非常勤特別職の給与関係、また職員のカ

ットについてもですね、当然この組合との方は合意をさせていただかない

と、こういうことは実施できません。こういうことの実施につきましても

組合との方も調整を取らせていただいたとこでございます。こうした事の

中にはですね、全職員がこの行革そのものについてもですね、認識してい

ただいたというふうに思っております。よろしくお願いします。 

◯松 浦 議 長   以上で、青原敏治君の質問を終わります。 

お諮りいたします。 

この際、１３時１０分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後０時１１分 休憩 

午後１時１０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは、時間が参りましたので、休憩前に続いて開会いたします。 

引き続き通告がありますので、発言を許します。 

１９番、渡辺義則君。 

◯渡 辺 議 員   午後のトップバッターということで、１塁はどうでも踏んでみとうござ

いますので、よろしく答弁をお願いします。 

さて、かねて通告をしておりますが２点についてお尋ねをしてみたいと

思います。 

合併をいたしましてちょうど１年を過ぎた、満１歳ということになった

わけでございますが、この間においては市長選挙、我々議員選挙、大変波

乱の多い１年であったように思いますが、また１年が大変短かったように

思っております。その中で、ご提案申し上げておりますように、合併協議

会の時点からいろいろ協議、審議された中で、事務事業において各町それ

ぞれこれまでの取り組みがあったわけです。午前中の皆さん方、同僚議員、

先輩議員の質問にもそういった問題点が指摘されておるように思ってお

ります。その私がお訪ねしたい要点といたしましては、この新市の合併協

議会のときに調整項目として我々に出されたものが定かではございませ

んが、七十数件あったのではなかろうかなというふうに思っておるところ

でございます。それで、合併初年度ということで、執行部の皆さん大変日

常業務も大変お忙しい中ではあったと思うんですが、やはり私がここで後
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質問なりを申し上げるのは、そういった６つの町が一緒になったというこ

とで、それぞれの手数料率の違い、例えばですよ、数料率の違いとか分担

金の違いとか、いろんな違いがあったと思います。最たるもんがこの間ち

ょっと我々も見させていただいた中では、防犯灯使用料等については、設

置の２分の１費用は自己負担をしておる、地域が負担しておる地域、もち

ろん使用料も負担しておる。一方においては、その以前の町においてはそ

ういったいわゆる公共施設といいましょうか、公的な道路というふうに理

解をすれば丸抱えというようなのもあったと。そのことがいいとか悪いと

かということではございません。そういった課題があるわけでございます。

それをどの程度、今調整をされておるのかといった点、七十数件あるのが

その内何件というふうな数字でどうこうとかいうことは今、申し上げませ

んが、できれば後日でもよろしゅうございますんで、そういったいわゆる

チェック表あたりを作成して提示いただければありがたいなというふう

に思います。 

と申しますのは、こういったやはり市民に一番身近な問題が、やはり早

い内に整理されませんと、やはり行政不信が起きてくるという懸念を感じ

ておるところでございます。是非ひとつ、このことについて市長さん並び

に関係の部長さん方で、関係するものについてはご答弁をいただきたいと

思います。 

次に、先般の議会等でも我々に報告をいただいております県の事務事業

の移譲についてでございますが、このことにつきましては、我々議員は資

料もいただいて、既に路線名もいただいておりますし、金額等についても

２億６、７千万という１７年度の事業は示されておるわけでございます。

市長さんの話を聞いておる中で、これまでは権限移譲ということで、いわ

ゆる県道についても小さなところについては、あるいはすべてが権限移譲

されるんかなというふうに、権限も移譲されるし、予算も付いてくるとい

うふうに思っておったわけでございます。これは私の思い違いかもしれま

せんが。蓋を開けてみると事業の委託ということになっております。委託

ということになりますと、１７年度は予算も示されておりますんで、これ

は間違いないと思うんですが、今後ですね、だんだんとその予算が削減を

されるんではないかという心配が起きると思うんです。とりわけ、なぜ移

譲するんかと言いますと、これまでランクが低い路線、これが県の方でも

どちらかといえば遅れておったと。そういった末端路線が移譲を受けるわ

けで、ここを改良しようとか、あるいは維持管理費は当然でてくるでしょ

う。改良しようとか拡幅しようとかいうときに。それが潤沢に補償しても

らえるんであろうか、どうか。１８年度以降を心配をしておるところでご

ざいます。そこのところについて、ひとつ市長さんあたり、県との交渉の

中でどのようになっとるんか、お伺いをしてみたいと思います。 

ご提案申し上げております２点について、担当の皆さんの答弁をお願い

を申し上げて、質問を終わりたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただ今の質問に対し、答弁を求めます。 
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市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   渡辺議員のご質問でございますが、まず第１の合併協定項目の調整事項

でございます。ご質問にありますように、合併の段階でまだ合併協議の段

階で結論を出さずに持ち越しをした部分があるわけです。そういうものに

ついてのご質問であるわけでございますが、細かく分ければかなりの数が

あります。先ほどおっしゃったように防犯灯の設置の仕方、料金の払い方、

それぞれやっぱり各町によっても違いますし、先ほど来出ております臨時

職員の賃金の問題、待遇の問題、そこらも結局は調整せずに入ったと、こ

ういうようなことがあるわけでございまして、現在、今それぞれのところ

で調整を具体的にしておるところでございますが、まだ未調整の部分がご

指摘のとおり残っております。具体的には担当部長の方からご報告をして、

どの様に今進めておるかということをお答えをしていきたいと、このよう

に思います。 

それから特に県からの権限移譲の中で、土木の関係でございますが、今、

県が移譲を考えておるのは、特に合併と同時に土木事務所が縮小される旧

大柿土木、それから現在の吉田土木、この管内については先行して権限を

移譲すると、こういうことで、三次市も一部権限を移譲されております。

そこらが先行的に県が権限移譲した部分でございまして、本年度は改良等

についてはもう予算付けがなされて、１７年度ですかね、なされておるわ

けでございます。ご指摘のように１８年度以降、県の財政の問題でそうい

う予算が減額になるんじゃないかというご心配でございます。我々もその

心配はしております。したがって、特に先行して権限を移譲するというこ

とでもありますし、土木事務所が閉鎖をされるという、そういうような状

況の中で我々としても予算が少なくならないように、努力をしていくとい

うように考えております。とりあえずは１７年度の予算については権限移

譲と予算が付いてきておると。特に改良の予算でございます。こういうこ

とでございます。詳しくは担当部長の方からまたお話しをさせていただき

ます。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   それでは、担当部長の説明を求めます。 

総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長   それでは、合併協定項目に伴います調整事項につきまして、ご説明をさ

せていただきたいと思っております。市が合併をさせていただいて、昨年

の３月１日、旧６町が合併してちょうど１年を迎えるという状況にござい

ます。この当時を振り返ってみますと、いろんな角度の中でですね、安芸

高田市の場合は市民の皆さんのご理解の中で、全国的にも先進的な取り組

みという状況の中でご理解をいただいたものと思っております。県の方に

おきましてもですね、安芸高田市をモデルとしてという状況にもあったよ

うに思っております。とは申しましても、６つの町が合併したという状況

でございますので、対等合併という状況の中で、いろんな事務事業がです

ね、全部異なっている状況もあるように思っております。合併時におきま

して、全事務調整をですねしとくべきであったろうと思っておりますが、
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短期的な状況の中でですね、それが達成できてないというのもひとつであ

ったろうと思っております。調整事項が未調整のまま合併をさせていただ

いたというのが現実でございます。 

そういう状況の中で、市の組織体制の中に幹事課という部内に幹事課を

設置をさせていただいております。当然、幹事課の中にですね、調整担当

係長ということで各部とも設置をしております、そうした状況で現在総務

部の方が中心とならせていただいてその合併時の未調整事項、また合併後

の調整状況、現行での未調整事項、また新規課題、そういう作業の確認を

させていただいております。現在、各部、課、その調整担当係長の方が中

心となりましてですね、その確認作業を現在させていただいとるとこでご

ざいます。今日までその作業を進めさせていただいた調整確認事項がです

ね、現在のところ各部の中で１１８項目ございます。その１１８項目の中

でもですね、そういう調整を１６年度に実施しですね、行ったものもござ

いますが、基本的にこの調整項目をですね、１６年度から取りかかってお

りますけども、より１７年度に向けてもこの定期的な会議を開催させてい

ただいてですね、早い時期にこの課題解決に取り組みたいというように思

っております。 

まだ、どちらしましても、大きい水道料金とかですね、いろんな角度の

中で市民の皆さんに理解を得るという状況のものが多々多くありますん

で、この点もですね、充分関係部との調整を取らせていただいて、１つの

課題解決に取り組みをさせていただきたいというように考えております。 

続きまして、県の移譲事務、権限移譲の関係でございますが、先ほど市

長の方より概要的な状況がございましたけども、１７年度から土木事務所

の方のそうした統廃合によりまして、安芸高田市におきましては県道に係

る維持管理、また県道に係る単県の道路改良、用地買収交渉費と、このこ

とにつきましては建設部建設課の方が担当させていただくようになりま

すので、予算の方もですね、１７年度予算の方に計上させていただいたと

こでございます。その他の権限移譲につきましては、現在市として権限移

譲になるものについては２３８件の項目を、今県の方と調整をかかげさせ

ていただいております。この項目につきましては、いろんな権限の内容も

具体的な協議を進めないとですね、事務量の問題等につきましても多大な

ものがあるんではなかろうかなというように考えております。そうはいい

ましても、この１７年度の前期と後期に分けさせていただいて、県の方と

各部において県の方を総合的な窓口としてですね、調整会議をさせていた

だきたいというように思っております。１８年度以降に段階的にその権限

移譲がですね、受けられるような体制づくりを取らせていただきたいと思

っております。この権限移譲を受けることによってですね、市民の皆さん

の行政サービスをより一層充実できるものではなかろうかなというよう

な考え方を思っておりますし、そうはいいましても、人事的なかたち、予

算の関係、そういうこともございますので、充分事務事業の実態をですね、

権限を受ける事務事業の実態を明らかにしですね、市の行政の組織の中で
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対応でき得ることをですね、重視させていただいて、１７年度もあるべき

姿の中で進めさせていただきたいと思っております。さしあたって１７年

度に受けます内容につきましては、建設部長の方から細部にあたってはご

説明をさせていただきたいと思います。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   それでは、引き続き建設部長、金岡英雄君の説明を受けます。 

◯金岡建設部長   ただ今の渡辺議員の県道関係の事務移譲についての補足説明をさせて

いただきます。市長の方からもご説明がございましたように、県の分権改

革推進計画に基づきまして、第１弾として県道の改良維持の権限移譲を受

けるわけでございますが、基本的な県の方の考え方といたしましては、道

路、河川、急傾斜というようなものを想定されておりますが、本市の場合

は道路の維持あるいは改良ということでございます。ただ、議員ご指摘の

ように、権限移譲といいましても道路自体が県の管理下にございますので、

その中の管理をまた一部工事を委託を受けるというのが現在の状況でご

ざいます。具体的に申し上げますと、路線といたしましては主要地方道が

５路線、一般県道が１５路線、あわせて２０路線ございます。総延長で約

１３８キロでございます。その中で改良関係につきましては、概ね１億６

千８００万程度で、既に県の方で継続等でやっておる個所の位置づけをさ

れており、それに基づいて事業を実施するということになっております。 

また、維持関係につきましては、これまでやっておられたものをそのま

ま引き継ぐわけでございますが、具体的に言いますと除雪・除草あるいは

側溝・路面等の清掃・小規模な舗装補修等がございます。また、一部安全

施設ということでガードレール等もこの中で入るわけでございますが、維

持関係と道路改良関係の基本的な考え、県の方の考えといたしましては、

用地取得が伴うものは基本的には道路改良関係に入るんだということで

ございます。 

１７年度はそういうことで予算措置をさせていただいておりますが、ご

質問の１８年度以降でということでございます。これらにつきましては、

現在ある事業の継続中のものを早期に進めるとともに、毎年県との前年度

に事業のヒヤリングをやるような計画をされております。そういう中で、

地域の要望に答えていきたいというように思っておりますが、特に今まで

以上に地域に即した道路状況、これは支所を含めまして市の方が充分承知

をしている状況の中で、そこらを活かしていきたいというふうに思ってお

ります。 

しかしながら、広島県自体のいろんな予算のこともございますし、今度

は維持管理部門を１年ほど市の方へ移譲ということでございますが、１８

年度からは１年ほど支局が残るわけでございますが、１８年度からは支局

がなくなるということが予測されております。広島市の建設局、市の広島

建設局の方へ事務的には動くということでございますので、そこらの非常

に大きいエリアとなるということを考えますと、やはり我々市の方でも充

分用地等の対応を事前にしておく必要があろうかと思います。これは県道

に限らず市道でもございますが、その用地が取得できれば、可能性があれ
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ば事業の推進は非常に早くなるということでございますので、大変申し上

げましたように、市といたしましても支所との連携を密にしながらこうい

う条件に対応していきたいと思っておりますけども、関係議員の皆さんに

も絶大なるお力添えを賜りたいというふうに考えているところでござい

ます。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で市長並びに担当部長の答弁を終わります。 

再質問はありますか。 

◯渡 辺 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   １９番、渡辺義則君。 

◯渡 辺 議 員   大体は理解をしておりますが、総務部長さん、もしできれば資料でまた

状況を知らせていただければありがたいと思いますが、よろしくお願いし

ます。 

それからそのことによって、他のそれぞれの部長さんにお尋ねすること

は割愛をさせていただきます。 

それと、ただ今の建設部長さん、説明いただいたんで理解はつくわけな

んで、場合によっては既に県の方がこれまで土地買収をしてあって、いろ

いろ工事費の改良費のお願いをしながら進めてきたわけですが、県の予算

不足ということで、遅々として進まないような地域もあると思うんです。

ということで、心配されることは県を一応事業については事務事業につい

て、市へ委託したということで、県の方は気楽になって遅々として、また

より以上に遅れるんではなかろうかという懸念をするわけでございます。

その辺を是非ひとつこれはもうお願いでございますが、支所とも連携を深

めていただいて、是非ひとつ早い内にそういった地域については進めてい

ただきたい。なお、計画設計も要す地域もあると思いますが、この辺の見

通しも市の方として立っていただきたいというふうにお願いをしておき

たいと思います。 

それともう１点は、大変な事務事業が今後移譲を受けるということにな

りますが、やはり予算的な面、人為的な面が大変になってくると思います

が、この辺については総務部長さんの方にお尋ねするようになるかと思い

ますが、今後の人事についても、やはり専門家も必要になってくると思い

ますが、その辺についてもお答えをいただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただ今の再質問に対し、答弁を求めます。 

◯新川総務部長   議長。 

◯松 浦 議 長   総務部長、新川文雄君。 

◯新川総務部長   事務事業の調整事項の確認表につきましては、皆様方の方にまた資料提

示をですね、させていただきたいと思っております。 

先ほどのご指摘の権限移譲によります事務分掌の取り扱いということ

でございますが、三次市の場合は非常にですね、状態をある程度大変な

我々、今県の専門部会という状況を取らせていただいておりますが、まさ

しくその事務事業の実態がですね、内容がわからなく、この権限を受ける

ということは非常に問題点が出てくるんじゃなかろうかなというように
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思っております。非常に例えば建築確認等につきましてもですね、そうい

う資格要件がなければ、建築主事という資格要件あるわけなんですが、三

次市の実態でさえ、そういうものがなくして受けておるという実態がござ

います。そういうようなことで県の方からの派遣という状態も受けており

ますが、そういうことは段階的に措置してないとですね、なかなかできな

い点があるんじゃないかと思っております。なかなか試験というところも

ございますんで、２年間ぐらいの実務がなければですね、それが受けられ

ないという条件がございます。こういうことについては当然、現在でも専

門職の育成ということで県の方へですね、派遣職員、また技術センター、

またそうしたそれと事務の方ではですね、本庁の方に公務の勉強、そうい

う研修をですね、今年度も充実をしたいというように思っております。や

はり、県の方に派遣し、研修を受けることによってですね、今年度もまた

２名が３月末までに県の方におりますが、こちらへ帰ってきております。

そういう適材適所の中でですね、それを配置し、充分研修したことが実務

へ耐えるようなかたちの中でですね、配置も考えたいというように思って

おりますので、より一層この権限移譲に伴いますそうした研修については

充実をさせていただきたいというように思っております。以上でございま

す。 

◯松 浦 議 長   続いて、答弁を求めます。建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   渡辺議員の再質問でございますが、個別事業といたしまして、改良で６

路線ございます。その中にはご指摘のように用地交渉中のものもございま

すし、工事の継続中のものもございます。これらにつきましては、１７年

度で今県の方で予算を示されている方については確実に消化をしていき

ながら、初期の目的が達成できるように、１８年度も取り組んでいきたい

というふうに考えております。また移譲を受けない、県が直接管理をする

路線も当然残ります。先ほど申し上げましたように、１７年度は維持管理

部門につきまして、吉田支局も１年は残るであろうというように聞いてい

るわけでございますが、その後、広島建設局等への移行ということになり

ましたら、その間１７年度、いろいろ事業調整もあるということで、今県

の方からもここらの調整のために先ほど総務部長の方から話しがござい

ましたが、派遣をお願いしたいということで調整をお願いしているとこで

ございます。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で、渡辺義則君の質問を終わります。 

引き続き通告がありますので、発言を許します。 

２番、秋田雅朝君。 

◯秋 田 議 員   はい、議長。私は、先に通告いたしております大枠２点、農業振興と教

育についてお伺いいたします。 

まず、小規模農家の支援策についてでございますが、我が国が迎えてい

る少子高齢社会を考えるとき、避けては通れない課題である農業の担い手

をどうするかという中で、現在小泉政権では農政転換ということで、攻め

の農政を掲げておられ、施政方針演説の中でも海外で、梨やリンゴなど、
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日本の農産物が高級品として売られていることを例に挙げられ、やる気と

能力のある農業経営を重点的に支援し、企業による農業経営の参入を進め、

農産物の輸出増加を目指すことを述べておられます。また、今月閣議決定

される新しい食料・農業・農村基本計画、国が農業者に直接お金を支払っ

て経営を支える日本型直接支払制度を盛り込む考えなど、いわゆる担い手

対策を掲げ、地域実態に合った要件設定を求める農業団体とは裏腹に、農

水省は担い手の定義づけについて対象を認定農業者等、一部の大規模経営

に絞り込んだり、法人化計画を持つことなど、一定の用件を満たす集落営

農等にし、面積要件を設けて農業構造改革を一気に進めたいと考えている

と承知しています。 

本市においても総合計画の中で農業振興の具体的施策として地域にお

ける農地保全システムの確立、生存性の高い農業推進のための地域営農集

団や、生産組織の育成を図り、集落農場型生産法人の設立支援等表記され

ております。一方で平地の少ない日本では、中山間地域の農地は、貴重な

生産基盤であり、ここを耕す人が足りなくなっては食料自給率向上など不

可能で、危機感が政府には足りないと思われ、農家減らし政策を早急に見

直し、農業者を育てる政策に転換すべきだと考えます。この中山間地域こ

そが、我が安芸高田市でございます。農水省は先ほど来、申し述べさせて

いただいた大規模農家等、担い手に対しての経営支援策等、提案する半面、

中小農家の支援策については明確に示していないと思われます。中山間地

域の農業を維持するには、小規模農家の支援が大切と考えます。本市の総

合計画の中でも、営農集団等の支援、高齢者や女性が地域営農においての

技術支援などの充実を図ることを表記されておりますが、具体的な取り組

み、市長のご見解をお願いいたします。 

次に、定年退職者の就農支援についてでございます。先般、中国新聞に

中高年Ｕターン増という記事が出ておりました。国立社会保障人口問題研

究所が２００１年７月に実施した人口移動調査で分かったことで、出生し

た都道府県から転出した人の内、出生地に戻った人の割合を示すＵターン

率が中高年で増加しているというものです。調査時点から５年先までに大

都市から地方へ移動するひとの割合も、増加する見通しで、理由として５

０歳以上の男性では定年退職が増加するためで、第１次ベビーブームの時

に生まれた団塊の世代の定年が今後本格化するため、地方への移動がさら

に増加すると分析しています。農業を続けられるのは、あと１０年までと

答えた人が６割、後継者不在も５割を越えた。中国新聞のアンケートの結

果です。冷厳な数字であるが多様性に富む地域農業の火を絶やすわけには

いかないと思われるが、さりとて、中山間地域の農業を取り巻く環境は厳

しく、米価の下落、農産物輸入の自由化、圧力等があり、また農繁期の労

力である都市部に住む人の会社を休んでの農作業が容易でなくなってい

る現実があり、農地の保全がままならない実情もあります。こうした中で、

最近改めて関心を集めているひとつに、定年農業というものがあります。

前史を辿れば、高度成長時代に若年労働力が都市部に吸収されて、以降、
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退職された人たちが実家に戻って地域営農集団等で活躍された経緯があ

ると承知しております。３年後からは７００万人になる団塊世代の方が６

０歳を迎えられ、定年延長の流れの一方で農村に回帰する人も増え、第２

のふるさとにしたい人も出てきそうだという予想もあります。ＪＡ全中も

この世代の人を元気な高齢者としてニーズを事業につなげる視点、今後の

事業運営の方向性を探っていると報じています。本市においても総合計画

案の中で多様な担い手の確保として定年退職者の就農を支援しますとあ

ります。取り組みとご所見をお伺いいたします。 

次に、大枠２点目の総合的学習の時間について、本市の児童・生徒の学

位力定着状況を踏まえてのご見解についてお伺いします。 

昨日の中国新聞でゆとり教育見直し７５％、現状維持１０％という記事

が報じられました。全国電話世論調査結果でございます。見直しを求める

理由は｢学力が低下した｣が最多で、見直すべきではないとした人では、｢ゆ

とり教育の考え方は間違っていない｣が過半数でした。年代別では子育て

世代の３０代、４０代で見直し派がいずれも８０％を越え、特に４０代の

女性は８７.２％に上がりました。見直し派が少なかったのは２０代で６

８.４％だったと報じております。 

そもそも教育方針を見直すきっかけとなったのは、昨年末に公表された

２つの国際的な学力調査結果で日本の子どもの学力低下が見られたとい

うことでした。中山文部科学省が学力低下への危機感から、ゆとり教育の

象徴である総合的学習の時間の見直しについて、言及したことが波紋を広

げ、教育現場は戸惑い、生きる力を指導してきた人は嘆いていると報じて

おります。一方で生きる力の育成や、確かな学力の育成にとって、総合的

な学習の時間の持つ意味を再認識すべきだとか、昨年末のＰＩＳＡ調査で

の学力低下が明らかなのかという意見もあり、判断、考えにおいて難しい

問題だと認識いたしております。いずれにいたしましても、まず本市にお

ける児童・生徒の学力定着状況はどうなのか、また、社会の宝、国の宝で

ある子どもたちを学校・家庭・地域で新しい時代を切り開く、心豊かでた

くましい人材を守り育てるための、今後のご見解をお伺いいたします。 

最後に、二学期制についてお伺いいたします。本市において、向原中学

校では既に取り組んでおられると認識している二学期制でございますが、

メリットとしては一つの学期が長くなることにより授業時間が増加。実践

している学校では３６時間から４０時間増加という報告もあり、生徒１人

ひとりの評価に時間をかけることができ、評定の制度が高まり、ゆとりを

もって学習に取り組め、学力の向上につながり、また評価と通知の方法で

は児童・生徒の目的達成の状況について、従来よりも頻繁に通知している

実態もあると報じられております。前の項で述べた学力低下が懸念される

としたら、私は学力がすべてとは思いませんが、いろいろな観点から考慮

するとき、有効な制度と思いますが、取り組みとご所見をお伺いします。 
以上、４点についてご答弁をお願いいたします。なお、再質問について

は自席で行なわせていただきます。 
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◯松 浦 議 長   ただ今の質問に対し、答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   はい、議長。ただ今の秋田議員の、まず最初に農業振興の問題の小規模

農家の支援策ということでございます。ご指摘のように、今国は大規模農

家を育てるという政策転換をしてきております。そういう中で、特に中四

国のような非常に零細な農家の多い、中山間地域を抱えた農村地帯では、

国のこの大規模農家育成施策だけでは到底農業が立っていかないという

状況が起こります。やはり大規模に誘導するという政策が出てきておるわ

けでございます。しかし我々としては、特に中山間地の地域としては、こ

の政策はやはり我々にとってはあまり好ましくないというように考えて

おるわけでございまして、もちろん我々だけでなしに、そういう地域を抱

えた行政・農協、そこらが今この問題に対してどのように国の政策を変え

させるかと、こういう方向で、今話し合いを進めておるところでございま

すが、いずれにしてもこれは外国の安い農産物に対抗するためには、農業

構造を変えにゃあいけんというのが、元々の国の狙いであるわけでありま

して、狙いは間違っておらないわけでございますが、やはり困るのは中山

間地域の農業であると、このように考えておりますので、詳しくはまた後

ほど担当部長の方からお答えをしたいと思いますが、現在、本年の１７年

度の予算の中にも計上しておりますように、農産物の加工処理施設等につ

いては、高田郡農協の米の３分の１を、この農産物加工処理施設で販売す

るという、そういう計画もありますし、さらに野菜の総菜の部門も計画を

しております。新しい分野の開拓ができるんじゃなかろうかというように

思いますが、やはり野菜の生産につきましても、今日あったが明日はない

というようなことでは、これはいけませんので、継続的に毎日安定した野

菜の供給ができるシステムをどのように組み立てるかということが一番

の課題でございます。これは今、産業部と農協が一緒になってこれを今、

本年の内から手を打っていくということで、計画を立っておるとこでござ

います。 

それから、定年退職者の就農支援という問題でございますが、お説のよ

うに今後農業を支えていくのは若年層がだんだん減る中で、元気な定年退

職者がまだまだ１０年、１４、５年、元気で農業を支えていくと、こうい

う人たちがたくさんおられます。そういうことで、この問題については今

後我々も対応していく必要があろうと、このように考えております。詳し

くは担当部長の方から、また具体的に説明をしていきたいと思います。 

また、教育の問題については、教育長の方からお答えをさせていただき

たいというように思います。よろしくお願いします。 

◯松 浦 議 長   答弁を求めます。 

教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   秋田議員さんのご質問にお答えをしたいと思います。まず、総合的な学

習の時間の見直しという質問がございました。その中で安芸高田の子ども

たちの学力がどのようになっとるかということについて質問がございま
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したけども、この広報あきたかた１１月号にですね、市内の基礎基本定着

状況調査についての結果について、このようにですね、教科でどうなっと

るかということについては、全市内の皆さんに知っていただくように公表

させていただいております。その結果、学校によっては多少の違いがある

ことはありますけれども、県の平均は、安芸高田は上回っておるというこ

とについては間違いはございません。ただ、問題点は何かと言いますと、

テレビの視聴時間が長い。それからですね、家庭での学習時間が短い。長

い生徒が少ないということであります。そのようなですね、課題がござい

ます。そこでそれぞれの学校におきましては、この広報を出す前にですね、

こういう視点で保護者の方へ自分の学校はどうなっていますということ

をまずきちんと説明をしなさいというような指導をさせていただいてお

りますから、全ての家庭とはいっていないかとは思いますが、保護者の方

へは少なくとも自分の学校の状況についてはお知らせをしておると。この

ように思っております。 

次に中山文部科学大臣の発言についてでございますけども、さまざまな

報道をされております。まだスタートして間がないのに、もう学習指導要

領を変えてしまうんかというような批判があるということについても、聞

いてはおります。ただですね、自ら学び考えるなど、生きる力を育むとい

う新しい、今やっております学習指導要領の理念とか目標というものは否

定されておるものではないということを、私の方も確認をしております。

ただ、国際学力調査の結果を見たときに、読解力の低下など、現行の学習

指導要領が目指したものが充分に達成されておらず、必要な手だてが充分

講じられておらない状況があり、その背景や要因をしっかり分析をして取

り組む必要があるということを、文部科学大臣の方が説明されておるわけ

でございます。子どもたちの実態とか、あるいは授業時間数等を踏まえて

総合的な学習の時間のあり方について、再検討する必要があるということ

であります。教育委員会といたしましては、この総合的な学習の時間の内

容はですね、教科書はない分野でございましたので、この創設時の狙いで

ある｢自ら学び、考える｣といった生きる力を育成する観点に立ち戻りまし

て、各教科の学習と関連づけて計画的な指導ができるように指導をしてお

ります。その中で小学校においても英語活動を取り入れるなど、学校の創

意工夫を活かした取り組みが、本市の場合も出てきたということについて

は、私個人としては満足しておるところであります。 

次に、二学期制についてでありますけども、まず平成１５年の１０月に

中教審におきまして、教育課程を適切に実施するにあたって、必要な授業

時間数の確保をするために、二学期制の問題が取り上げられました。その

中で、各教育委員会等が地域社会や学校の実態等を踏まえて、工夫のある

教育課程を編成し、長期休業中の増減や、二学期制の工夫等についてはそ

の教育効果を充分に研究すべきであるとされておるわけであります。先ほ

ども話しがございましたけども、安芸高田市の場合はそれが実施できるよ

うに管理規則といいますか、安芸高田市小中学校の管理及び学校教育法の
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施行に関する規則の改正をしておるわけでございます。１６年度、広島県

において二学期制を導入している学校は、小学校が２校、広島県で小学校

が２校、中学校が１５校であります。来年度東広島市が小中学校全校で実

施する予定であるため、小学校で４６校、中学校で２７校の実施となる見

込みであります。安芸高田市におきましては、既に秋田議員さんの方から

話しがありましたが向原中学校が平成１５年度より導入しており、来年度

向原小学校が実施の予定であります。これは小中一貫教育を進めようとい

う、向原町には小学校１校、中学校１校というのがある中での校長あるい

は教職員の一致した考えのもとにですね、まず中学校が最初に実施をし、

小学校が来年度から実施をするということであります。向原中学校の場合

は、また他の二学期制との違いがございまして、それぞれの学期、要する

に二学期制になりますから１０月の１４日ぐらいで１学期が終わるんで

す。そして２日間ぐらいおいて２学期が始まるわけですが、それでは学期

の間が長いということで、気分がダレてしまうんじゃないかと。緊張感が

なくなるんじゃないかということで、１学期の間をもう一遍区切りをつけ

まして、４クォーター制という制度を取り入れながら学校生活に変化を持

たせて、この二学期制度を導入しておると。工夫のある取り組みで、よそ

がやっておるからすぐやっておるという取り組みではありません。そうい

う意味からしましたら、管内でも向原中学校の取り組みにつきましてはで

すね、注目されとるところがあるわけでございます。その他は他校にもで

すね、いろいろな二学期制あるいはその他の方法を取り入れながら、法で

許された範囲内での取り組みをしておりますが、安芸高田市の場合、教育

委員会として全ての学校に二学期制を導入しなさいというような考え方

で押しつけるつもりはございません。学校がその効果について充分に考え

て、その中で自分の学校で教育課程の工夫・改善をしていく方が、より効

果があるというように認識した場合には実施ができるというような制度

上の方法は確保はしとるということについてご理解をいただけたらと、こ

のように思っております。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   続いて、農業振興の補足部分を産業振興部長、清水盤君、答弁を願いま

す。 

◯清水産業振興部長   農業振興についての補足の答弁を申し上げます。まず最初に小規模農家

への支援策についてでございますが、先ほど市長が答弁を申し上げました

ように、国におきましては選択的な拡大政策の中で基づいて認定農業者を

中心とする担い手を集中的に施策の中へ盛り込んでいくというような方

向での位置づけがされてきております。非常に本市のような中山間地域に

おきましては、なかなかそういった施策の展開ができないというような状

況でございます。ちなみに本市における農家の１戸あたりの経営水田面積

ですが、６９アールと、非常に零細の経営でございます。このような中で

兼業農家を中心とした小規模経営農家の皆さんによる生産活動あるいは

農地の保全活動が営まれているという状況でございます。ただ、農業の非

常に厳しい状況の中での経営ということでございます。これまでの小規模
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の個別完結型の農業での経営というのは非常に厳しい状況になってきて

おるとこでございます。こういうふうな状況の中で、小規模農家あるいは

高齢農家につきましては、その機能的なところを活かして少量他品目によ

る生産によります産直への野菜等の出荷拡大など、あるいは担い手農家、

小規模農家、高齢農家への地域の農家の総合補完によりまして、地域の農

地を地域で守るという観点からですね、こういった推進を今後充分に推進

し、取り組んでいきたいというふうに思います。関係機関であります農協

との連携を深めながらですね、地域農業のマネージメント機能を構築して

いくように勤めて参りたいというふうに思います。 

ちなみに、今年に入りまして国の方におきましても地方の意見もある程

度届いたのかもしれませんが、これまでの担い手を中心とした大型農家へ

の集中的な施策の中で、日本の農地を保全していくというのは非常に難し

い状況にあるというような状況の中で、小規模農家についても連携をした

中で農地保全に取り組んでいく必要があろうというような動きもですね、

国の方でも出てきておるようでございます。 

１集落１農場を政策誘導していくというようなことも出てきておりま

す。本市におきましても合併して改めて１年目を迎えるわけでございます。

集落によりましては非常に高齢によって農地の維持が非常に厳しい状況

になっているというところも年々増加をしてきております。こういったと

ころへの施策としては、現在これまで旧町でも取り組んで参りました、担

い手の育成によってカバーしていく部分も当然ございますが、基本的には

地域の農地は地域で守っていくというところを、集落営農のかたちを今後

重点として取り組んでいきたいというふうに考えておるところでござい

ます。 

次に、定年退職者の就農支援策でございますが、高齢化率も急速に進行

しております。農業従事者の高齢化も当然進行しておりまして、現在では

７５％を越えておるというような状況になってきております。ただ、これ

は農業にとりましては生涯現役で働ける職場であるという、ひとつの証で

もあろうと思いますが、ただ、持続的な農業の展開という面からしますと、

後継者あるいは担い手の育成というのが当然重要になってきておると思

います。元気なお年寄りがたくさんいらっしゃいますので、そういったと

ころの技術なり労働力を活かしたですね、農業の振興も図っていく必要が

あろうと思います。平成１５年度から農協と取り組んでおります、就農塾

をこれも充実拡大をしていって、そういった新規就農者、定年退職者等の

技術取得の場も提供して参りたいと思いますし、これまで制度として制定

をしております、野菜のパイプハウスの設置助成等の制度もですね、今後

も引き続き充実をして参りたいというふうに考えております。そういった

かたちで生産基盤の整備の支援を図りながらですね、農業生産の農業生産

者の育成という面で推進をして参りたいというふうに思います。以上でご

ざいます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 
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再質問はありますか。 

◯秋 田 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   ２番、秋田雅朝君。 

◯秋 田 議 員   農業振興のことでございますが、大変これは僕もどうのこうのここで一

般質問させていただいておりますけども、本当に難しい問題だと考えてお

ります。と申しますのも、やはり国が進めている施策と、それから現実、

今、中山間地域の農家の方が苦労されていらっしゃることは、相反すると

ころがございます。いろんな意味で大きい農家ばかりが保護されるという

か、先ほど来話しをさせていただきましたように、小泉首相からしてそう

いう考え方で物事を進められて、それからそれが市に下りてきて、それぞ

れの各町に下りるというかたちが取られるわけですけども、の中で私が考

えている農業の本当のあり方というのは、これは小規模農家と一緒に話し

をさせてもらいまして、定年退職者の就農ということで、これは比例する

ことだと思っております。そこらあたりの退職されて帰って来られた方が、

まず担い手として、それは営農集団というようなかたちの担い手とはまた

少し僕が考えるのは意味が違って、それぞれ営農集団に入らずに個人それ

ぞれでやられるような農家に対してですね、安芸高田市独自の政策として

何か考えられないものかと。施策をですね。単刀直入に話をすると農家の

保護というのは、私はやはり金銭的な補助であり、技術指導だと考えてお

りますんで、そこらあたりの施策をですね、いまやれすぐにできるとは思

いませんけども、将来にわたって検討していっていただきたいということ

が要望でございますし、その辺の施策についてはいろんな意味での施策は

先ほど来答弁をいただいたつもりでおります。理解もしたつもりでおりま

すが、そういった少し角度の変わった支援施策、お金の絡む施策等を考え

ていただければと思って質問させていただいたもので、そこらあたりを１

点、ご答弁いただければお願いしたいと思います。 

それから、教育の問題についてはこれも大変、僕がもう教育現場にいな

いのにこういのを質問させていただくということは、やはり何もわからず

に質問させてもらう部分が多いかと存じます。しかし、どう考えても生き

る力を育む教育というのは私は学力ではなくて、大変必要だと考えておる

一人だと思います。その中で一番気になったのがやはり、そうは申しまし

てもこの本市における学力が下がってしまったのでは、将来を担う子ども

がすべてそうはいくとは思いませんけども、いろんな意味でなかなか思う

ような自分の将来が持てないような現実も出てくると考えている次第で

ございます。そういった中で、是非ともその生きる力の教育、いろいろ長

崎でもいろいろ痛ましい、悲しい事件がございましたけども、そういった

ことを踏まえたら、やはりきちんと人間の生きる力、生き方というのは、

やはりみんなで教えていかなくてはいけないし、その中において学力も平

行してついていってやっていただきたいと。そういう施策の中において、

二学期制というのが僕が素人判断で研究させてもらった限りでは、なかな

かいい制度だなと思っていたわけで、全部にそれを取り組んでいただきた
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いとかということではないんですけども、教育長さんの考えとしては、そ

れは取り組もうと思えばできるということをいただいておりますんで、そ

こらあたりはもう一度きちんとお願いしてですね、頑張っていただきたい

と思いますんで、そこらあたりの答弁の方をもう１回いただければありが

たいなと思います。 

◯松 浦 議 長   ただ今の再質問に対しまして、答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   農業の問題でございますが、先ほど来話しが出ておりますように、国が

農業の方向転換をしてきたと。これは国際競争に勝つという、耐えうる農

業ということで、これはやはり方向としては誤ってないというように思う

わけでございますが、しかし、そういう政策の中で、じゃあ中山間地の農

業はどうするんかという問題があるわけでございます。したがって、この

安芸高田市でも認定の農業者の育成というのはもちろんやらなきゃあな

りませず、もう高齢化して農地がようつくらんようになった、そういう人

たちの今度は農地を認定農業者へ集積をして認定農業者が経営できるよ

うな、そういう体制もひとつ必要だと思います。 

もう１つの方法としては、やはりこの本当の小規模農家をどうするかと

いう問題があるあけでございますが、この小規模農家についても、先ほど

来お話しのありますように、定年退職者の支援をしながら、やはり農地を

守っていくという、そういうサイドで我々は支援をしていかなくてはなら

ないんじゃないかと、こういうように考えておりますので、国の政策は政

策として、やはり小規模農家の政策は、また市として考えていく必要があ

るんじゃなかろうかと、このように思います。 

◯松 浦 議 長   引き続き、教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   再質問がございましたけれども、二学期制につきましては、簡単に申し

上げますと、学校がやろうと思えばできると。ただし、その前には充分に

見通しをもって計画的にやんなさいというようには、教育委員会としては

指導させてもらいたいと、このように思っております。 

次に、生きる力ということでございますが、いくら知識的な力を持って

おりましても、端的に申し上げますと１立方メートルといえば、どのぐら

いのカサになるんかと。１立方メートルと１立方メートルをたしたら２立

方メートルになるということは、勉強はしておりますが、ではそれがどれ

ぐらいのカサになるかということについてはなかなか理解をしていない

子どもが多いわけです。だから、頭だけで考えるのではなしに、数字だけ

で考えるだけでなしに、体験をとおしながらそういうことを学んでいくと

いうことができるようになっておるのが、総合的な学習の時間だというよ

うにご理解いただいたらと、こう思うんです。ただ、全てのことを学校で

教えるだけでなしに、市長の施政方針演説にもありましたけれども、幼稚

園から中学校までを市の教育委員会が担っておりますけれども、学校教育

でいましたら、その中で、学校だけで知識を教えるんでなしに、子どもを

育てるのではなしに、家庭の協力と地域の協力がないと子どもを育てるこ



 202

とができないので、協力の協に育てるということを教育委員会では１つの

スローガンに掲げさせていただいて、取り組んでおるということでござい

ますので、皆さん方の理解と協力を得るために、先ほど言いました市の広

報でも本市の子どものテレビの視聴時間が多いんですよと。家庭学習が少

ないんですよ。だから教育にひとつご協力をお願いしますということを、

この広報のここのところにまとめで書かせてもらっておると、そういうこ

とでございます。そのことをまだまだアピールしていかなくてはならない

ということは責任を感じておりますが、教育委員会としての主旨について

はご理解いただきたいと思います。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   秋田君、答弁はよろしいですか。 

◯秋 田 議 員   はい、いいです。 

◯松 浦 議 長   お諮りします。これより２時３０分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後２時１８分 休憩 

午後２時３０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは時間が参りましたので、休憩前に引き続き再開いたします。 

続いて、通告がありますので発言を許します。 

８番、赤川三郎君。 

◯赤 川 議 員   ８番、赤川三郎です。先に通告しております大枠の２件、中の数点につ

きまして質問をいたします。 

さて、先日３月６日に安芸高田市消防は合併後初めての出初式を挙行さ

れたわけでございます。多くの市民の参観の中、規律厳正に堂々とした勇

姿に感動したところであります。また、市民の皆さんもその力強さ、頼も

しく思われたことと思います。 

さて、昨年は、日本列島を次々と襲った豪雨、台風による風水害や、大

地震など、自然災害の恐ろしさが浮き彫りになったところであります。台

風・地震などに伴う死者・行方不明者は２３９名とも報道されており、新

潟県中越地震でも四十数名が犠牲になられ、今もなお、避難生活の中で数

十年ぶりの大雪に見舞われ、本当にお見舞いの言葉もないところでありま

す。また、年末にはスマトラ沖地震による大津波で死者・行方不明者三十

数万人とも言われる大惨事となりましたことは、まだ記憶に新しいところ

であります。 

さて、広島県西部には、数本の活断層があると言われております。また、

地球温暖化で気候の変動により相次ぐ台風の襲来、集中豪雨などによる自

然災害が予想されます。市民の安全・安心を守るため、市の防災計画によ

る災害対策の現状と、今後の取り組みについてご質問いたします。 

まず、防災無線の整備でございますが、現在、安芸高田市では向原・八

千代は単独、他の吉田・美土里・高宮・甲田についてはＪＡたかたの有線

というような方法でございますけれども、安芸高田市としての防災無線の

現状と今後の整備計画についてお尋ねいたします。 
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２番目に、消防団員制度の見直しについてでございますが、現状は団員

数が減少の一途であると聞いておりますが、年々自然災害が多発する折、

抜本的な制度の見直しが必要であろうと思いますが、その考えについてお

伺いをいたします。 

３点目に、防災力の向上でございますが、自主防災組織の育成と指導に

ついて、やはり地域は地域で守る。また災害に対し、早期対策が重要であ

ると考えますが、自主防災組織の育成と指導についてお伺いをいたします。 

また、災害時の緊急体制でございますけれども、災害時において、高齢

者あるいはまた、障害者等々の自力避難の困難な方々の緊急避難体制の確

立と関係機関との連携についてお伺いいたします。また、広報活動につい

てでございますが、安芸高田市地域防災計画に定められている、災害時に

おける避難場所あるいは避難施設等について、市民に周知徹底をさせる必

要があると思うが、これらの広報活動の現状と今後の取り組みについてお

伺いいたします。 

大枠の２件目でございますが、生涯スポーツの推進についてお伺いしま

す。今、私たちを取り巻く状況は余暇時間の増大、また生活水準の向上、

少子化・生涯人生８０年の時代を迎えた高齢化社会の進展は、社会環境や

生活環境にも影響を与え、地域住民の生活様式にも大きな変化をもたらし

ています。私たち一人ひとりが、誰もが生きがいを持って健康で心豊かな

生活を送り、友情と交流の輪を広げ、地域コミュニティを確立し、躍動す

る生涯学習社会の構築は、安芸高田市としての重要な役割であると考えま

す。 

先日、吉田温水プール落成式がありました。スポーツの推進と健康増進、

体力づくりには欠かすことのできない施設で、今後生涯スポーツの発展に

大きく寄与されるものと考えています。 

さて、子どもからお年寄りまでが、年齢や体力、目的にかかわらず、い

つでも、どこでも、誰もがスポーツを楽しめる、参加する人が競技力の向

上にとらわれず、交流を深め、自己実現や生きがいを見つけたり、健康や

体力維持、向上を図るなど、多種多様な価値観に基づく楽しまれ方がなさ

れ、生涯スポーツへの関心は高まりを見せております。これに答えるため

には、平成９年に発足した旧吉田町においては、みつやの里スポーツクラ

ブの活動の輪を広げることが有効であると考えます。そこで、生涯スポー

ツの鍵となるのは、なんといっても地域住民の理解とスポーツ関係者や行

政関係の協力体制が必要であろうと考えます。生涯スポーツの楽しさや意

義を充分知っていただくための啓発活動を含め、市民が楽しく参加でき、

ともに生き、ともに楽しむ社会、スポーツを通じた健康づくりのための生

涯スポーツ社会の実現に向けて、充実されるよう、ご質問いたします。 

まず、１番に総合型地域スポーツクラブの推進についてでございます。

旧吉田町においては、先ほど言いましたみつやの里スポーツクラブでは、

６００名を越える方々が年間会費を支払って盛んに活動されている。合併

後における、市民を対象とした自立・自主的なスポーツクラブの育成につ
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いて、取り組みや今後の方針についてお伺いします。 

２点目の公設スポーツ施設での指導体制でございますが、トレーニング

施設あるいは水泳プール等における利用者の利便性の向上と、施設の有効

利用の観点から、指導者体制の現状と充実強化への取り組みについて、お

伺いをいたします。 

３点目にスポーツ施設などへの運行手段でございますが、市内に多くの

スポーツ施設などがありますが、市民がいつでも、だれでも、どこからで

も施設の有効利用ができるよう、市内循環バス等を運行するお考えはない

か、お伺いします。 

なお、答弁によりましては自席で再質問させていただきます。よろしく

お願いいたします。 

◯松 浦 議 長   ただ今の質問に対し、答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   赤川議員のご質問でございます。防災計画についてのご質問でございま

すが、防災無線の整備をどのようにするかということでございます。この

ことについては、消防長の方からお答えをさせていただきたいとこのよう

に思います。 

それから、次の消防団員の制度の見直しでございますが、団員制度の見

直しにつきまして、いろいろ考え方があるわけでございます。全国的には

この非常に減少の傾向にあるというのが実態と聞いておりますが、当市に

おいては現在２３名の定員に対して減というのが実態でございます。 

一部には補充に苦労されているという話しは聞いておりますが、全体的

には団活動に大きな支障をきたすところまでには至っておらないと、こう

いう状況でございます。詳しくは後ほど、また消防長の方からお答えをさ

せていただきたいと思います。 

それから、防災力の向上ということで、自主防災組織の育成ということ

でございます。このことが本年の各地の災害においてもですね、やっぱり

最終的には近所の人が助けるのが一番早いと、こういうことでございまし

て、これも消防長の方から具体的にどういう方法があるかというのも、お

答えをしていきたいと思います。 

それから、生涯スポーツの推進ということで、総合型スポーツクラブの

推進の問題提起をいただいておりますし、公設スポーツ施設の指導体制を

どのようにするかという問題、それから先般オープンをいたしました温水

プールも含めたスポーツ施設への運行方法をどのようにするかと、こうい

う総合的な問題であろうかと思います。ここらは教育長の方から具体的に

答弁をさせていただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   それでは、ただ今の質問について、教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   先ほどの赤川議員の質問にお答えをさせていただきます。まず１番目の

総合型スポーツクラブの推進についてのお尋ねでございますけども、みつ

やの里スポーツクラブは、平成１１年から吉田町で立ち上げられた総合型

のスポーツクラブであります。今日まで各種スポーツサークルを中心にし



 205

て活動されておりまして、現在２４種目、３６サークルが運動公園、サッ

カー公園を拠点に活動しておられます。自主的・自立的なスポーツクラブ

に進展していくような組織の役員、事務局とも鋭意努力されているところ

でございます。平成１６年度は活動を市内に紹介をし、有線放送や回覧・

広報による参加の呼びかけで吉田町以外からの参加もあり、市民交流がで

きたと聞いております。このクラブの会員の対象を市内全域とするか、ま

た各地域でクラブを立ち上げていくのが良いのか、今後の検討課題ですが、

いつでも、どこでも、気軽に活動できる範囲としては、中学校単位の区域

が集まりやすいということも聞いております。みつやの里スポーツクラブ

は平成１５年に広島県教育委員会からも表彰されたスポーツクラブでご

ざいまして、各地域で主体的に立ち上げるということになりますと、この

スポーツクラブの身近な事例がございますし、行政としても支援をして参

りたいと、このように考えているところでございます。 

次に、公設スポーツ施設の指導体制についてでありますが、運動公園、

サッカー公園においても指導者を配置しております。吉田温水プールにお

きましても、プール経験者あるいは専門的に健康スポーツを学んだ人を雇

用しております。現場指導はできると考えております。さらに、上級を目

指す者や、福祉健康分野においては各種の専門分野の人と連携をしながら、

指導をしたいきたいと考えております。 

次にスポーツ施設への運行手段についてでございますが、利用者の人数

の問題、利用者の時間帯の問題など、定期的に運行することは経費的に困

難であろうと考えております。しかしながら市の主催事業で参加を募るこ

とや、水泳教室などの生徒募集において人数の把握ができるものについて

は、移送手段を考えていくことは必要であろうと考えております。当面は、

施設利用者の状況を見ながら、今後の研究課題としてとらえて参りたいと

考えております。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   続きまして、防災計画についての項目の中の質問で、消防長、村上紘君、

答弁を求めます。 

◯村上消防長   はい。それでは赤川議員さんからの防災計画全般について、それぞれご

質問をいただいておりますので、ご回答申し上げたいとそういうふうに思

います。まず、その内マル１点の防災無線の整備についてでございますが、

ご質問の主旨は災害時等につきましての統一的な指示伝達、そういうもの

についての防災無線の整備をどのように考えておるのだろうかという質

問だろうと受け止めましたが、防災行政無線は二本立てになっております。

１つは移動系、もう１つは同放系。移動系と申しますのはいろんな車両に

ついております防災無線をもって災害現場の状況等を本部の方に知らせ

る、また車両同士が無線交信をしながら的確な災害対応をしていくという

こういうことにつかうのが移動系でございます。同放系と申しますのは、

地域住民全体に対して本部の方からいろんな災害状況を知らせたり、市民

に対する行動等の指示を出したりすることに使うのが同放系無線。この二

本立てでございますが、現在、八千代町、それから向原町については旧町
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時代に同放系無線が整備されております。その他の町につきましては高宮

町を除きまして移動系無線のみが現在整備されておりますけども、統一的

な周波数的になっておりませんので、旧町ごとの無線統制しかできないと

いうのが現状でございます。ただ、この防災無線の整備というのは相当の

経費を必要となってきます。あわせまして、現在の無線は全てまだまだデ

ジタル化の精度になっておりません。将来的には無線整備、デジタル化が

将来的に望まれるような指導がもう出ております。例えば消防無線もアナ

ログになっておりますが、これもデジタル化に整備していかなきゃいけな

い。消防無線だけで例えますとデジタル化にするだけでも１０億を超える

ような経費が必要となって参ります。これをですね、防災無線で安芸高田

市全域に同放系、移動系をデジタル化にしていくかということになります

と、相当な費用も係って参りますので、その辺はいろいろな角度から検

討・研究を進めて参りたいと、このようにまず考えて参ります。 

次に、消防団員の問題でございますが、市長の方からご答弁申し上げま

したように、全国的な傾向といたしましては消防団員の人数が減少傾向に

あります。その関係上、国の方からは消防団の減少を止めて増員方向に向

かうようにという指導も参っております。ただ、安芸高田市の場合は、合

併前の旧町の消防団員数のトータルを安芸高田市の消防団員数として定

数を定めております。それが８６５名でございます。現在、８４２名の団

員、実員を確保いたしております。実質２３名の減ということではありま

すが、消防団の基本的な考え、地域愛護ということを考えました時に、地

元の消防団員、欠員団員をもってそこの分団が鋭意努力をしながら、欠員

の補充を今、努力をしておるところでございます。我々としても団長以下、

幹部の皆さんとも協議をしながら団員の確保については魅力ある消防団

づくりをすることによって、地域の消防団員の皆さんに地域を守るために

団員になろうという、そういう意欲を持っていただく方向で、今後さらに

消防団運営については努力をしていきたいと、このように考えております。 

次に、自主防災組織の育成と指導ということでございますが、大きな主

幹は総務部は主幹をいたしておりますけども、自主防災組織については３

２の地域振興会等とも充分これから練っていきながら、各地域に地域愛護

という精神の中で、自主防災組織の育成を今後図っていきたい。昨日も県

の方から指導者においでいただきまして、市民を対象にしながら自主防災

組織はいかにあるべきかということの指導会も催してきました。こういう

かたちの中で、県からの指導を受けながら、県と一体になり、市の関係機

関とも調整を取りながら、自主防災組織の育成を今後図っていきたいと、

このように考えております。 

次に、災害時の高齢者の皆さん方の避難体制ということでございますが、

これにつきましては、基本的にはですね、地域の住民の皆さんの実態を一

番よくご存知いただいておる皆さんというのは、災害時の中枢的な活動を

していただきます、消防団員の皆さんが一番よく地域の実情を把握してい

ただいております。これからは、その地域の消防団、各分団の皆さんとも



 207

充分連携を取りながら、なおかつ地域振興会が立ち上がっておりますから、

そういうところとも一体となりながらですね、災害時の時の避難体制のあ

り方を今後さらに研究をして参りたいと、このように考えております。 

次に、避難場所とか避難の状況等の広報活動についてでございますが、

合併と同時に暮らしの便利手帳というかたちの中で、避難場所等書いたも

のも支給をさせていただいておりますが、まだまだ充分な住民への、市民

への広報活動が徹底されとるというところについては、若干の疑問視する

ところがあろうと思いますので、そういうところにつきましては消防もい

ろんな地域に出向いておりますので、そういう場を使いながら地域の皆さ

んとも一体となってですね、避難場所等の広報も今後はさらに深めていき

たいなというふうに考えております。あわせまして、避難場所の適切な場

所につきましてはですね、社会状況も変わってきておりますんで、その辺

のところはまだ充分な検討をしていきながら、基本的には地域振興会の中

でもですね、そういうものについて地域振興会を中心として、その地域の

皆さん方にも避難場所の確認をしていただいたり、訓練等のなかでもそう

いうものを取り組んでいったり、広報活動も進めていきたいと、このよう

に考えております。以上、ご説明とさせていただきます。よろしくお願い

します。 

◯松 浦 議 長   以上で、市長並びに教育長、そして担当部長の答弁を終わります。 

再質問がありますか。 

◯赤 川 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   はい。８番、赤川三郎君。 

◯赤 川 議 員   ８番。ただ今答弁をいただいたわけでございますけど、まず防災無線の

ことにつきましてはいわゆる後者の同放系無線のことについて、お尋ねを

したわけでございます。そういった中にですね、現在、個別受信機を取り

付けた、いわゆる向原町、八千代町、ここは概ね１００％に達していると

いうように聞いております。ただ、４７年当時に有線放送を付けられまし

た今のＪＡ高田の農協の有線放送につきましてはですね、現在、吉田町に

つきましては加入率が４４％という低い数字になっておるわけでござい

まして、そういった面。また甲田町におきましても７３％の加入率という

ような状況でございますので、やはり個別受信機型のですね、防災無線機

を何らかのかたちで整備して欲しいという気持ちと同時にですね、屋外の

スピーカー等々についてもですね、やはり防災無線としてのですね、役割

を果たすようなものをですね、是非ともお願いしたいということでここら

あたりの再度質問をさせていただきたいと思います。 

また、消防団員の見直しということでございますけれども、２０年前に

は１０４万人いた消防団員が現在では、昨年ですか、２００４年には９１

万９０００というように激減しておるという状況で、総務省、消防庁は１

００万人を確保するということを言っておりますようにですね、やはり安

芸高田市におかれましても条例定数にある８６０数名の団員はですね、何

らかの方法で確保をしていくことがですね、これからの自然大災害におい
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てですね、大きな力を発揮していただけるもんだというように思っており

ます。 

また、自主防災組織でございますけれども、そういった指導体制の中に

ですね、やはり地域振興会３２あるわけでございますが、現在、安芸高田

市でそういった防災組織の件数がどのくらいあるのかをお伺いさせてい

ただきたいというように思います。 

また、自力避難の困難な方々はそういった集落、小単位での訓練ですね、

再三やるべきではないかというように思うわけでございますが、大規模で

なくして地域ぐるみのそういった訓練も必要であろうというように考え

ております。そこらあたりの考えをですね、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

また、広報活動でございますけれども、今言われましたように安芸高田

の便利帳にはですね、いろんに書いてあるわけでありますけども、実は午

前中、市長さんも話しがありましたようにですね、可愛地区の市政懇談会

の時にも質問がありました。しかし、こういうもんが各戸に配られておる

というだけではですね、なかなか納得し、またわからないところがあるん

ではないだろうかと、ここらも含めて先ほど言いましたようにですね、地

域ぐるみのですね、そういった訓練も必要であるというように思うところ

でございます。 

また、総合型地域スポーツクラブの推進についてでございますけれども、

このことにつきましては市民が楽しく参加でき、ともに生き、ともに楽し

む社会、スポーツを通じた健康づくりのための生涯スポーツ社会へ向けて

のですね、ますます推進をしてほしいというように思います。 

公設スポーツ施設の指導体制でございますけれども、今聞かせていただ

いて安心したわけでございますが、この度新しくできました吉田温水プー

ルのことにつきましてもですね、ただ｢できたから利用しなさい｣でなくし

て、やはり指導者がその人に合ったような適切なプログラムをつくり、ま

たいろんなメニューをもってですね、健康増進に役立てるような指導方法

をお願いしたいというように思うところでございます。 

また、いろんな公設施設があるわけでございますが、たまたまこの吉田

温水プールのことを言うようでございますけれども、このところには公の

交通機関ももちろんありませんし、この近くにですね、バス停もないわけ

です。せっかく立派なそういった施設をつくっていただきながら、公的な

交通機関がないということはですね、本当に利便性の悪い面もあるわけで

ございます。そこらあたりをこの新市の合併を期にですね、いろんな公的

な施設があろうとは思いますが、そこらあたりを巡回するような、公的な

バス運行等々していただくことはできないか、再度質問をさせていただき

ます。 

◯松 浦 議 長   ただ今の再質問について、答弁を求めます。 

消防長、村上紘君。 

◯村上消防長   それでは、再質問に対しまして、お答えを申し上げます。まず最初に同
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放系無線の問題でございます。赤川議員さんのおっしゃる、そのとおりだ

というふうに私も理解をいたしております。ただ最初にちょっとご説明い

たしましたように、相当な費用がかかって参ります。八千代・向原の同放

系無線も周波数帯が別でございますから、市全体から統一してやっていく

ということになりますと、その辺も全部修正・調整をやっていかなきゃあ

いけないという問題もございます。 

今、自治振興部の方でも光ファイバー等を含めてですね、安芸高田市全

体のいろんな情報伝達手法をどうあるべきが一番いいかということを、自

治振興部の方でもいろいろ検討がなされておりますので、災害対応という

ことも含めたところも一緒に、自治振興部とも今後研究を深めながら考え

ていきたいと、このように考えております。 

次に、団の確保の問題でございますが、確かに今、団、全国的には少な

い人数になってきております。安芸高田市としては今２３の減とは言いな

がら、減には違いがございませんし、努力しながら定数に達するようにや

っていかなきゃいけないというふうにも考えております。その手法として

先ほど申し上げましたように、魅力ある消防団づくりということも一つの

手法です。まだまだ別の手法につきましても、例えば女性消防団員を導入

していくということも一つの方法としては考えられる。いろんな角度から

幹部の皆さんとも協議をしながら定数に達するような方向付けを今後と

も研究して参りたいと、このように考えております。 

次に避難の問題とか広報の問題、こういうものも一貫いたすわけですが、

赤川議員さんの方から、できるだけ小さい単位で訓練を重ねていく中で、

そういうものを徹底したらどうかというご指摘がございました。そのとお

りだと思います。ただ、消防署だけがそれを取り組んでいくというのは非

常に難しい面もございます。地域振興会、また自治振興部が地域振興会の

３２の地域振興会を管轄してやっておりますので、この辺の活動の進め方

と消防団と常備消防が一体となりながら、一番いい方法、地域の皆さんた

ちに一番適切な方法を今後とも研究し、進めて参りたいと、このように考

えております。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   続きまして、答弁を求めます。 

教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   それでは、先ほどの質問にお答えしたいと思います。総合型地域スポー

ツクラブの普及ということでございますけれども、このことにつきまして

は本当に市民がそこに参加をして健康づくりや体力づくり、そしてコミュ

ニティという意味で効果があると思います。ただ、行政がそれをですね、

主体的にどんどんやっていくというんでなしに、地域の中でこれをやろう

と、ここの施設を有効に活用したいんじゃが、どうだろうかと。ノウハウ

を行政として出してくれんかということを言っていただければ元気が出

ると、私は思っております。 

次に、指導者の件でございますが、吉田運動公園、サッカー公園、温水

プール等々がありますが、この件について申し上げますと、吉田運動公園
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にはスポーツインストラクターが配置してありますし、サッカー公園には

トレーニング指導士が配置してありますし、吉田温水プールには筋肉トレ

ーニングができる人が２配置しておりますし、それから４月からはプール

の衛生管理あるいはスポーツ指導員として新たにこれまでにそういうと

ころで経験をされた人においでてもらいたいというような気持ちを持っ

ております。それらを通しながら、本当に市民の皆さんのメニュー、要望

に応じた指導やら企画ができますように、教育委員会としてもですね、運

営協議会等も考えながら、本当につくって良かったと思えるような施設に

して参りたいと、このように思います。 

ただ、アクセスについてでございますが、元々できたところがバス停が

ないところにできておりますので、新しく路線を開発していくということ

になります。先ほど話しをさせてもらいましたように、利用者の人数の問

題あるいは利用者の時間帯の問題、定期的に運行することの経費的な問題、

いうようなことがございます。ただ、市がいろんなイベント行事等をそこ

を会場にしながらやっていくというような場合につきましてはですね、こ

れは移送手段も考えていったり、あるいは水泳教室などをやると、かなり

の人数が確保できるという見通しがある場合にはそういうことについて

も考えていきたいと思っております。研究課題として捉えていくというよ

うにお考えいただいたらと思います。以上でございます。 

◯村上消防長   議長。 

◯松 浦 議 長   再質問の答弁について、答弁を求めます。消防長、村上紘君。 

◯村上消防長   質問の内、１件落としておりました。自主防災組織の数でございますが、

今、安芸高田市には向原町の中心部に１団体のみ自主防災組織が設置され

て活動をしていただいております。先般も出初式の時にも参加をしていた

だきました。１団体のみでございます。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で、再質問の答弁を終わります。再々質問はありませんか。 

◯赤 川 議 員   ありません。 

◯松 浦 議 長   以上で赤川三郎君の質問を終わります。 

続いて、通告がありますので発言を許します。 

４番、加藤英伸君。 

◯加 藤 議 員   ４番、加藤でございます。通告に基づきまして、３点ほどお伺いいたし

ます。安芸高田市となって１年が経過いたしましたが、合併により生じて

きた旧町間の未調整による行政課題として、今後早急に解決されなければ

ならないこともかなりあるようには思いますが、合併協議会で決められた

新市の建設計画に関わる大きな案件については、行政も議会も精力的に取

り組んでおり、一部を除いて概ね前向きに進んでいると思われます。しか

し、その陰で周辺地域のことがおざなりになっても困るので、あえて次の

３点のことについてお伺いいたします。 

まず１点目でございますが、県道中北川根線改修工事の進捗状況と今後

の見通しについてお伺いいたします。この路線は１０年ぐらい前から道路

改修の話しがあったところで、平成１２年には用地測量も終わっていると
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伺っておりますが、外見上は全く手付かずの状態に見えます。この路線の

改修部分は国道４３３の中北方面から川根の民家のあるところまで、わず

か４キロしかございません。この路線が改修され、救急車が通れるように

なれば、昨年来議会で何回も取り上げられ、救急移送の問題の１つになっ

ている川根方面からの救急移送時間が飛躍的に短縮されます。また、この

路線は地域内の円滑な連絡を確保するために安芸高田市の総合計画にも

掲げてある路線でもありますので、早急な改修工事をされるべきだろうと

考えますが、今後の見通しについてお伺いいたします。 
次に、大澤田湿原の自然環境に関する市の取り組みについて、お伺いい

たします。安芸高田市の天然記念物に指定されております大澤田湿原は、

美土里町犬伏山の標高約６５０メートル付近に成立しており、全長約４０

００メートル、幅が広いところで５００メートルの湿原であります。平成

１２年８月に広島大学大学院の白川さんにより大澤田湿原の植物相の現

地調査を行っていただいております。この調査は８月という季節的な制約

があったにも関わらず、湿原特有の希少種が見つかり、大澤田湿原が植物

や昆虫の生息地として重要な役割を果たしており、また指定植物が多く確

認されております。この湿原には、日本での絶滅危惧種に指定されている

植物が三種、広島県の絶滅の恐れがある野生生物一種、環境庁自然保護局

に記載のある希少植物１４種が発見されております。これらの植物から大

澤田湿原は典型的な中間湿原であると考えられております。湿原付近には、

岩塊やいくつかの史跡も点在し、ブナの原生林や馬酔木の群落などがあり、

大変貴重な自然が残っているところであります。この自然環境は、観光資

源としても価値があるところで、以前犬伏山のことについて、中国新聞に

も取り上げられたことがあり、登山客も増えております。これまで、美土

里町観光協会の支援もあり、町内の任意団体であるやまびこ会や、山歩き

の会、山野草の会などのグループなどが、登山道やトイレ・駐車場等の整

備をされてきております。この湿原周辺は、過去にスキー場として開発さ

れたことがあり、湿原自体はもっと水たまりで、面積も広かったようです

が、スキー場開発の際に水を抜き、乾燥させた経緯があります。後にこの

場所は湿原特有の希少種が自生していることが分かり、水抜き防止の工事

が施されていますが、完全ではなく、現在も水抜きは続き、乾燥は進んで

おります。湿原の面積はだんだんと狭められていっております。 
行政としては貴重な植物が自生し、絶滅の恐れのある希少昆虫類が住ん

でいる大澤田湿原を専門家に現地調査をしていただきたいと思います。こ

の現地調査に関わる費用というものは、わずかなものでございます。さら

に専門家の指導による自然環境保全の措置を講ずるべきであると思いま

すが、市長のお考えをお伺いいたします。 
次に、私有地へ不用となった車両・重機・大型電気製品産業廃棄物等の

不法投棄に関して行政の対応をお伺いします。昨年の１２月定例議会にお

いて、自転車等放置防止条例が制定されました。このことにより今後は自

転車等放置区域内においては一定の成果があるものと思われます。近年、
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自然環境問題に関して市民の関心も高まり、ごみ等の不法投棄は以前より

も少なくなったように思われますが、依然として林道脇の山林や、私道脇

の比較的人目につきにくいところなどに、不要になった車両・重機や冷蔵

庫・洗濯機などの大型電気製品などの不法投棄が後を絶ちません。これら

を何年も放置しておけば、油漏れ、エアコンなどのガス漏れ等による環境

への悪影響も気になります。それに、自然の景観も著しく悪くなります。

３月から開催されます名古屋万博は自然と環境がテーマのひとつになっ

ているようですが、行政当局としてもこれらの問題解決のために積極的な

指導なり対応をされることを望みます。このような不法投棄についてどの

ようなお考えをお持ちなのか、お伺いいたします。 
答弁によっては、自席で再度質問させていただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただ今の質問に対し答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   はい、議長。加藤議員さんのご質問でございます。最初の中北川根線の

改修工事の進捗状況でございますが、後ほど詳しくは担当の部長からご報

告をしていきたいと思います。 

ご存知のようにこの路線というのは美土里町と川根地域を結ぶ最短の

距離でございまして、これ一般県道になっておるわけでございますが、川

根の住宅のある地域内はほぼ今年度２車線の改良が完了するということ

でございます。それから美土里町側については後ほどお答えすると思いま

すが、数件の民家の移転があるということで、かなりこれが工事費を食う

ということで、ちょっと時間が食うんじゃなかろうかと。もう調整には入

っております。その間はまた山でございますので、今度権限移譲でこの路

線も市へ権限移譲が行われました。そういうことで、今後はもう少し費用

のかからない、いわゆる１.５車線方式でですね、改良した方が効率が高

いんじゃなかろうかと、こういうことも考えております。これは来年度か

らの課題で、検討の協議の課題になるわけでございます。権限移譲されれ

ばかなりそこらのこっちの意見も通るんじゃなかろうかと、このように考

えております。詳しくは担当部長の方からまたお答えをしていきたいと思

います。 

それから、この大澤田の自然環境保全の問題でございますが、合併前に

美土里町で正規に指定されたようでございますが、先ほどお聞きしますと

かつてスキー場をやるときにこの湿原を水抜きをしたというようなお話

しもございまして、今後どのようにするかということは、課題と思うとり

ます。教育委員会の方から、またご答弁をしていきたいと考えております。 

それから私有地への車両の不法投棄の問題は、これは市民部の方から具

体的に答弁をさせていただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   ただ今の質問に対し補足答弁といたしまして建設部長、金岡英雄君、答

弁を求めます。 

◯金岡建設部長   加藤議員さんの中北川根線県道の改修工事の進捗状況と、今後の見通し

につきまして、補足説明をさせていただきます。ただ今、概要につきまし
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ては先ほど市長の方から説明がございましたが、約８キロございますこの

路線の内、川根地区の集落内におきましては今年度改良が完了するという

ことになっております。また、国道４３３、美土里町の中北側からでござ

いますが、これにつきましては先ほどもご質問がございましたように、以

前からいろいろ事業調整をしておられるということで、県の方でもこれを

進めるということでございますが、現状といたしまして約７００メートル

の区間につきましては整備路線候補ということで、平成２０年代前半の完

成を目途に現在用地取得が進められているところでございます。進捗状況

としましては、家屋等の移転数戸を残し８割程度の用地買収を完了してお

りますが、先ほどもございましたように１７年度からは県からの移譲路線

ということでございまして、この路線につきましては引き続き家屋の移転

補償並びに用地買収の完了済みの土地を利用しての離合場所の設置など

を行う計画であるということで、先般県との個別の調整の時に予定の工事

を伺っております。あと、約３キロ程度林野部がございますが、これにつ

きましては、今市長の方からございましたように、１.５車線という整備

手法も考えながら、まだ整備路線候補ということでございますので、これ

を整備路線へ昇格ということの課題がございます。これにつきましては県

の財政状況もございますが、早期改良へ向けて努力をして参りたいと思っ

ておるところでございます。いずれにいたしましても、用地交渉等いろい

ろまだ課題がございますので、議員におかれましても格別のご尽力を賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   引き続き、産業振興部長、答弁を求めます。清水盤君。 

◯清水産業振興部長   大澤田湿原のご質問でございますが、自然環境保全の指定の視点という

ことで、産業振興部の方から補足の答弁を申し上げます。先ほど大澤田の

湿原の経緯については、ご質問の中で報告をしていただきましたが、現在

は旧美土里町の時代の史跡名所として町が指定をして、新市に引き継いで

おる状況でございます。現在、自然環境保全関係で指定をしておるのは、

本市内では２地区がございますが、この指定につきましてもいろいろと指

定要件がございます。さらに指定になりますと指定地域内での行為の制限、

こういったことも当然許可条件の中にも入ってきておる状況でございま

す。いずれにしてもこういった自然環境の保全という観点から申し上げま

すと、こういった地域の保全につきましては、地域の皆様方、先ほど申し

ていただきましたように、いろいろな関係団体の方、それから当然県の関

係部署等との協議をまずはさせていただきながらですね、保全へ向けた最

善の方策を今後探っていきたいというふうに考えております。どうぞよろ

しくお願いします。 

◯松 浦 議 長   続きまして、市民部長、廣政克行君。 

◯廣政市民部長   議長。お尋ねの不法投棄に関する件でございますが、現在行政的には不

法投棄のパトロール的なものは芸北広域の環境組合等においても市内を

パトロールをしていただいとるといところでございます。問題のお尋ねの

件でございますが、問題はその土地の所有者がその大型ごみを置いとられ
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る、個人の方が置いとられる。またその土地の他人の土地へ大型ごみを投

棄する。２つのことであろうと思います。問題は原則的にはその土地の所

有者が原則的には管理をされるのが、これが当たり前のことだと思います

けども、他人の土地に不法投棄をするということをされますと、当然刑事

事件等に重なりますし、これは警察の等方へ届けをいただいてそれによっ

てまた対応していくということだろうと思います。行政の方にしても警察

の方にしても、自分の土地へ自分のものを置くとなれば、これはひとつの

プライバシー的なこともありますし、なかなか立ち入ることもできない、

難しい面もあると、このように思いますし、問題は環境問題等、油等の流

出等があるということも懸念されることです。そういうことになりますれ

ば、行政としてもある程度の指導をしていかねばならんだろうと、このよ

うに思います。処分的なことになりますとすれば、個人のものを自由に動

かすということもなかなか行政としても難しいことでございます。いずれ

にしましても環境の問題としては今の大きな問題となっておりますし、地

域の一つの取り組みとされても、やはりその地域で環境をよくしようとい

うことを一番重点に置いていかれるのが一番早道じゃないかと、このよう

に思います。そのためにはやっぱり不法投棄しない、させないというひと

つのことも必要であろうと思います。行政としても関係の支所とご協議を

いたしまして、そういうものに対してもまた取り組んで参りたいと、この

ように考えております。 

◯松 浦 議 長   以上で、市長並びに担当部長の答弁を終わります。 

再質問はありますか。 

◯加 藤 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   ４番、加藤英伸君。 

◯加 藤 議 員   県道の件につきましては、説明を聞いて大体わかりましたが、できるだ

けですね、早く完成するようにお願いしたいというように思います。 

それから大澤田の環境保全のことなんですが、これは教育委員会の所管

いいますか、なるんだと思うんですが、わりと教育委員会ということろは

学校教育には非常に熱心なんですが、文化財とか天然記念物の扱いという

ことになると、非常に無関心ではないにしても、軽いと。扱いが軽いとい

うふうに思うております。先ほど質問もさせてもらった中に、これは昭和

３５、６年頃の話しなんですが、この犬伏山にスキー場を開発した時にで

すね、大澤田というのは湿地なもんで、ちょっと水を抜かんと雪が早く溶

けるとか支障があるんでということで、その当時はあまり気にせずに抜い

た経緯があるわけなんです。その後これは大変価値のあるところだという

ことで、応急措置的などういうんですか。防水、防止処置といいますか、

やられとるわけなんですが、それは完全でないんでですね、今でも水抜き

はあるわけです。抜けとるわけです。これがだんだんと乾いてくると、周

りの松などが生えてきて、その木からも水が蒸発するということで、さら

に面積が小さくなるということが懸念されるわけです。現在は長さが４０

０メーター、幅の広いとこが５０メーターぐらいあるんですが、以前、地
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図で見たら３倍ぐらいあったんじゃないかというぐらいの面積があった

ようです。それでですね、このことは地元のいろんなグループとかですね、

地元の人は関心があるんですが、むしろ地元のところでない人に大きな関

心を持っておられるところがあるわけです。広島県林務部森林生態調査研

究所というところの山下さんという方なんですが、これは平成１４年７月

と１５年８月、それから昨年の４月の３回にわたってボランティアで調査

されとるわけです。これは大澤田だけでなしに犬伏山全体の植物相に関す

る調査なんですが、そういった基礎的な資料はこれ以外にもありますし、

是非市の方で専門家による調査をしていただきたいと思いますし、その結

果によりましてはですね、自然環境保全地域に指定していただきたいとい

うふうに考えております。現在安芸高田市には大沢と小掛いうんですか、

この２ヵ所しか入ってないようですが、この大澤田のこれからの放ってお

けばだんだんとぢういうんですか、湿地が枯れていくといいますか、全滅

する恐れもあるし、その中に生えている植物とか希少昆虫ですね、これも

いなくなるということになりますんで、是非ですね、まず現状の調査をし

ていただいて、そしてその結果、これは本当に保存すべき価値があるもん

だというふうに判断されましたら、自然環境保全の措置ですね、これはや

っぱり専門家の指導をを仰いでやられた方がと思うんですが、ただ水が抜

けるというだけでなしに、いろんな複合的な要素もあるそうですから、そ

こらも考えながら、措置をしていただきたいというふうに考えております。

その辺のご答弁をいただければと思いますが。 

◯松 浦 議 長   これ、議員、ちょっと、環境関係ということで、教育委員会でなく産業

振興部のようでございますので、ひとつその辺をひとつ。 

◯加 藤 議 員   天然記念物に指定されとるということで、教育委員会と。 

そりゃあ、今の説明でもいいんですけどね。 

◯松 浦 議 長   休憩を取ります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後３時３５分 休憩 

午後３時５０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

◯松 浦 議 長   それでは、お揃いでございますので、休憩前に引き続き開会いたします。 

ただ今、加藤英伸君の再質問に対して答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   お答えをしていきたいと思いますが、今ちょっと休憩中に調べて参りま

したが、この天然記念物に美土里町が指定したのが平成１５年１０月１日

付けをもって指定されております。合併の５ヵ月前に指定をされたという

ような事情があるようでございます。そういうことを踏まえながら、今後

調査をされた結果、もう調査結果が出ておりますんで、そこらを充分踏ま

えながら、どのようにするかということをやっていきたいと思いますが、

基本的にはやっぱり地元に山歩きの会とかですね、振興会とか、非常に熱

心な会がございますので、この犬伏山の登山道等についてはもう前から大
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変熱心に登山道の計画等も持っておられますんで、まず第一には地元でで

すね、そういうものを整備されながらこちらがお手伝いできるものがあれ

ば、そういう方向で、何としてもやっぱり地元の体制が一番大事だろうと

いうような気がしますんで、そこらをひとつ充分地元でご配慮いただけれ

ばと、このように考えておるところでございます。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   再質問の答弁を終わります。再々質問を求めます。 

４番、加藤英伸君。 

◯加 藤 議 員   はい。先ほどの大澤田の件なんですが、自然環境保全地域にでも指定し

ていただくような話しにでもなれば、地権者とかいろいろ制約があると思

います。そういうことにつきましては、地元なりそれを守るグループがい

ろいろありますんで、お手伝いをさせていただきたいというふうに思いま

すんで、できるだけ早くですね、環境保全のですね、措置を考えていただ

ければなと思っております。これは答弁は要りません。 

それと、ごみのことなんですが、ごみ言いましても大型のごみなんで、

この私有地にですね、ごみを捨てるというのは地主本人であれ他人であれ、

捨てるわけなんですが、それは捨てる方が悪いんで、行政が悪いというこ

とではございません。ただ、私有地だからですね、パトロールをして見つ

けてもそのままにしておくというんでなしに、強制力はないんにしてもそ

この地主さんにですね、こうこういうものが放置されとるが撤去してもら

えんじゃろうかというぐらいな勇気をもってですね、行政としては指導し

ていただきたいというふうに思います。 

実はですね、これは昨年あった話しなんですが、私が直接聞いたことな

んですけど、林道にですね、林道のほとりの山ですね、その人の山に乗用

車の外車の大きなものが捨ててあったということで、行政の方に話しをし

たら、｢そりゃあ私有地じゃけえ、予算もないし、どうにもなりませんよ

の｣という返事だったということなんです。それはそうかもしれません。

ひょっとしたら盗難車かもわからんということで、警察の方に電話をされ

て警察も見に来まして調べたら盗難車じゃないということであって、｢ほ

いじゃあこれは勝手に処分してもいいんか｣と言ったら、｢処分して問題に

はならんと思うが、わしが処分せいと言うたたあ、言うつかあさんなよ｣

というような話しじゃったらしいんですよ。どういいますかね、あとで煩

わしい問題が起こりそうなとか、そういうことについてはですね、以外と

消極的なといいますか、逃げるようなことが今までに多かったと思うんで

す。やっぱりそれは不法投棄であるなら、その地主の人がですね、これは

レッカーを持ってきて積んで、所定のところに行って処分したらしいです

から相当金もかかってると思うんです。だからそういう人が、その人が言

われるのはですね、｢車の中に新品で買うたら数万円ぐらいするようなホ

イールがあった｣と。そがなのを後でいちゃもんつけられて、｢あれはワシ

の車だったんじゃが、そがあな高価なもんがあったんで弁償せい｣と言わ

れるようなことがあったらいけんというんで、｢あんたへも一言言うとく

けえの｣というような話しだったんです。行政にしろ警察にしろですね、
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そういった面については住民の力になってもらいたいというふうに思い

ます。 

一昨日、条例の一部改正で安全推進室を設けるか、設けんかということ

で、だいぶ時間を取って審議された件がありますが、私は最初はですね、

目と鼻の先に警察もあるし、わざわざここへ警察に入ってもらわんでもえ

えんんじゃないかというように思うとったんですが、いろいろ質疑やら、

答弁を聞いている間にですね、最終的には安全推進室を設けるということ

に賛成はしたんですが、これからはですね、市民を守るためにそういうも

のを設けられるというんでありますんで、それは行政も守ってもらえるい

うこともあるでしょうが、積極的にですね、住民が困っとったら見て見ぬ

ふりをせずに、力になってもらいたいというふうにお願いしておきます。

その辺について考えがあったら一言ご答弁をお願いしたいと思います。 

◯松 浦 議 長   どなたにですか。 

◯加 藤 議 員   市長にお願いします。 

◯松 浦 議 長   答弁を許します。市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   今も部長に聞いてみたんですが、結局私有地に自分が捨てた分について

は法的な措置ができないというのが今の法の建前じゃそうです。したがっ

て、行政としては勧告いいますか、お願いをするとか、そういうことはや

っぱり住民のサイドに立てばですね、住民の皆さんの声があったけえ、地

元から直接本人へはよう言わんから、結局行政へ言うてくれというのが、

どこでも出てくる課題でございますので、そこらは充分配慮しながら我々

も｢実はこういう問題が住民の間で起こってるんだと。なんとかしてもら

えんだろうか｣というぐらいのことはやっぱり行政の責任として言う必要

があろうというように思います。 

◯松 浦 議 長   以上で再々質問の答弁を終わります。 

以上で、加藤英伸君の質問を終わります。 

続いて、通告がありますので発言を許します。 

５番、小野剛世君。 

◯小 野 議 員   議長。５番、小野でございます。先の施政方針演説を聞かせていただき

まして、特に定住人口増大促進の施策について、市長並びに関係部長にお

尋ねをいたすものでございます。 

市長は、施政方針演説の中で、当面する課題と将来像の基本方針と、具

体的施策を示され、快適なにぎわいのあるまちづくりを目途に、人輝く安

芸高田市をつくるために、魅力ある拠点づくり、安全で快適な生活環境の

創造と、心豊かで創造性の富んだまちづくり、その他、教育・文化・医療・

福祉などの整備の方針を出されたとこであります。真に住みよい田園都市、

安芸高田を実現しようとされていることでありまして、大いに賛同し、サ

ポートもいたしたいと考えるものです。しかし、その方針を実現するには

定住人口増加の積極的な施策が不可欠であると考えるものであります。そ

の具体的な積極施策が姿があまり見えないのであります。社会を構成する

のは人々であります。田園都市の都とは、歴史的考察をいたしましても活
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力ある、活気のある生活拠点であり、人々の集まるにぎわいのあるまちな

のであります。信長も秀吉も、そして家康も政策的ににぎわいをつくって

発展させたのであります。過疎地安芸高田市において、人口の減少は現況

では必然的な現実であると考えられます。行政の力でそれを阻止していか

なければ、将来に禍根を残すことは明白であります。 

快適でにぎわいのあるまちづくりを、その施策の中に積極的な定住人口

増の行政施策を打ち出して、今から着実に実行を行なうべきだと考えます

が、市長のご認識をお伺いするものであります。 

現在、生き、住み、生活している市民のお互い市民がお互いに知恵を出

し、行政と協働してまちを考える、そういう理念は尊いものであり、進め

て実現を目指さなければなりません。しかし、今生きている市民の意識改

革をしてもらう努力と同じぐらいに、いや、それ以上に次なる世代を増や

す施策を取らなければならないのではないでしょうか。 

昨年の９月の定例会で私の同主旨の質問では市長は協働のまちづくり

の完成がなれば、人々は集まり住み着くと、こう答えられました。大局的

には私もそう思うものであります。しかしそれまでに人が減少し老齢化し

て活力を失う可能性の方が大きいのであります。人が多く住むほど活力も

知恵も出てくるのであります。人が多く住むほど産業も商業も工業も発展

するのであります。人輝くまち、それも人がいなければ夢のまちになるの

ではありませんか。現に旧町のどの町並みを、特に商店街は閑古鳥が鳴い

ております。あらゆる分野での活力がだんだんとなくなりつつあるのであ

ります。この今を、何とかしなければ多くの市民は合併に賛同いたし、期

待をかけてきたのであります。なんとかしてくださいと、そういう多くの

市民が悲痛な声を、私は毎日聞くのであります。今日、明日すぐにできる

ものでないならば、せめて３年先、５年先への夢をかけて、そういう夢が

なければ全く迫力のない死体同然の、まさに刹那的社会になって参ります。

今進めようとしているソフト面での地域振興会を中心とした住民と行政

の協働のまちづくり、それとハード面での安芸高田市総合計画、それが相

互に機能し合うにも、相当の年月を必要とするわけです。それは進めて行

かなければならないことであります。が、しかし、その間に高齢者は死に

中高年者は高齢化し、このままでは極端に人口は減少するのであります。

若年者層の状態を意識的に図ることが必要であります。これもまた一夕一

朝にできるものではなく、でありますからこそ今すぐにでも手を打つべき

だと考えるのでございますけれども、市長のご所見をお伺いするものでご

ざいます。 

こうした中、住宅マスタープラン及び住宅ストックの総合計画に基づき、

とりわけ若者定住や、長寿社会まで視野に入れました総合整備を進め、ま

た民間ストックを含めた総合的な施策展開を図るという方針が出されて

おりますけれども、早急に具体策の行政課題としてそれをすべきだと考え

ますが、あわせて市長のご所見をお伺いするものでございます。 

加えて、行政ができるものを具体的に検討してみる。例えば若者定住住
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宅建設に一定の期間、一定の条件を付けて建設をするときの、その後の固

定資産税の減免を行なうとか、一昨日も話しがございました住宅建設への

利子補給をするとか、農地から宅地へ変更規制緩和や、土地公社による住

宅地の斡旋等など、もし法的に難しいならば、特別区の指定を受けてでも

都市建設計画の早期実施を、それに着手すべきだろうと、こう考えるので

あります。そういう意味におきまして、行政部の中に定住人口増進のプロ

ジェクトをおつくりくださいまして、具体策を作成し、早期実現を図って

いかなければならないと思うのでありますけども、市長のご見解をお伺い

するものであります。 

一昨日の本会議においても、若干住宅に関しては市長はお触れいただき

ましたけども、重ねてご答弁をお願い申し上げるものでございます。また、

通告をいたしております各部署の部長さん方には、市長の答弁を聞かせて

いただきまして、自席より質問をさせていただきます。 

◯松 浦 議 長   ただ今の質問に対し、答弁を求めます。 

市長、児玉更太郎君。 

◯児 玉 市 長   ただ今の小野議員さんからのご質問でございます。定住人口をどのよう

にして増やしていくかという、これは本当に大きな課題でございまして、

我々も大変頭の痛いところでございますが、ご存知のようにもう２００７

年問題というのがありまして、もう２００７年からは日本の人口は減りだ

すと、こういう状況が間近に控えておる状況でございます。 

そういう中で、どのようにして人口減を増やしていくかと、こういうこ

とであるわけでございます。やはり合併してご指摘のように住民に夢を与

えるということが大きな課題と思います。そういうことで安芸高田市とい

うのは、人口１００万の広島市と非常に近い距離にあるんで、やっぱりこ

の利点を活かしたまちづくりということが必要と思います。工場を誘致す

るというてもなかなか今非常に厳しい状況でございますので、工場誘致が

非常に難しいということになれば、もうどのようにして時間、距離を短縮

して通勤圏内を拡大するかと、こういうことであろうと思いまして、先般

来申し上げておりますように、道路網、縦横を貫く安芸高田市の縦横を貫

く道路網の改良というのは、そういう意味で大きな課題であろうと思いま

す。さらに工場誘致も今吉田町だけでも工業団地がかなり空いておると、

こういう状況でございますので、我々もこの工場誘致については積極的に

取り組みをしていきたいと思いますし、今度できます農産物の処理加工施

設も１００人あまりの雇用の確保ができると、こういうことでございまし

て、やはり地元で働き場をつくるということも大事な問題であろうという

ように思いますし、向原町に今本年の予算の中で計画をしております、駅

の弧線橋のすぐ隣に約６０台の駐車場を設けるというのも、やはりこれは

通勤対策ということで、明るい話題ではなかろうかと、このように考えて

おるところでございます。また、もう１つはやはり住む環境をですね、い

い環境をつくるということが大事じゃろうと思いますし、本当に田舎を好

きだから入りたいという人間をですね、やはり今から見つけてですね、土
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地の世話をしてあげるとか、そういうことをですね、まち、市の施策とし

てですね、やっぱりやっていく必要があろうと。今、田舎志向の方が随分

都市にはおられるわけなんで、そういう点ではそういう努力もしていく必

要があろうと、このように考えております。 

それから、住宅の問題でございますが、これも今市営住宅をつくってお

りますが、この担当課にも、もうちょっと住宅のあり方をですね、ひとつ

考えたらどうかということで、具体的に検討を加えております。今の住宅

というのは、市営住宅、かなりこの市営住宅には金を食うわけでございま

して、かなりの投資をして３人か４人しか入ってもらえんということで、

非常に効率が、投資としては効率の悪いもんであります。したがって、ど

うせ投資をするんなら若者定住というようなものに、特定に限ってですね、

この間も町営住宅の募集をしたらですね、４軒ぐらいしかないところへで

すね、８人か９人来られたと。若い人は全部くじ引きで落ちてしもうてで

すね、まちから帰られた１人の人が独り者の人が入られたと。こういうよ

うな、しかもお年寄りが入られたということで、これでは莫大な住宅投資

をしてですね、本当に効果があるんかという問題がございますので、そこ

らの見直しをですね、早急にしていきたいというように思います。ただ、

公営住宅というのはいろいろ規制がございますので、その規制の網をくぐ

ってですね、特区ではありませんが、ひとつ我々の思うような方向にです

ね、やっていきたいと、このように考えております。 

ご提案のやはり民間の活力を利用して住宅を、若者向けの住宅を建てる

ということは、ご指摘のとおり大変今後の課題であろうと思います。工場

誘致しても固定資産税の免税をやるということになれば、民間が住宅を建

って何年かは、若者に入ってもらえれば、子連れの若い人に入ってもらえ

れば、固定資産税を免除するという、そういう民間の住宅の誘導策もです

ね、ご指摘のようにですね、考えていく必要があろうというように思いま

すんで、総合的にそこらを検討させていただきたいと思います。やはり若

者定住というのは、今までありました、帰ったら自動車１台与えるとかで

すね、何十万円奨励金を出すとかいうても、金で釣ったものはですね、な

かなか長続きがせんということでですね、やっぱり本気で田舎が好きで入

ってくる人にターゲットを絞るという方が、私は正解じゃないかと思いま

す。そういうことで、今後具体的に内部で煮詰めていきたいというように

思います。 

再質問がありましたら、また担当のそれぞれの部署からお答えをしてい

きたいというように思います。 

◯松 浦 議 長   続いて、教育長、佐藤勝君。 

◯佐藤教育長   先ほどの小野議員のご質問にお答えをいたします。定住人口増加促進策

に関しまして、教育行政からどのように関わるかということでございます

けれども、合併前には幼稚園がないということで、幼児教育の観点から保

護者が広島に住居を移すという事例があったと聞いております。現在、安

芸高田市には公立の幼稚園は吉田町に１園ございますが、定数に余裕があ
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りますので、幼稚園の教育内容を充実し、保護者のニーズに応えていきた

いと、このように考えております。安芸高田市内の小中学校の教育力が低

いのではないかという懸念がされまして、小学校の段階から広島市内の私

立学校に通わせておられる保護者もありますけども、子どもの体力という

面からすれば大変な負担もあるんではないかというような気もしており

ます。このことを踏まえまして、安芸高田市では昨年もでございますが、

来年度におきましては夢と志を持った活力のある子どもの育成を目指し

て知・徳・体の基礎基本の徹底と特色ある学校づくりを進めて参りまして、

信頼される学校づくりに努めて参りたいと思います。またそのことを加速

するために、開かれた学校づくりや学校紹介も積極的に取り組んで参りま

すし、学校紹介のパンフレットもつくってですね、市民の皆さんあたりに

も学校の取り組み状況について知ってもらって、安心をして小中学校に子

どもを託してもらえるように頑張っていきたいと、このように考えておる

ところでございます。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。再質問がございましたら。 

◯小 野 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   ５番、小野剛世君。 

◯小 野 議 員   教育長からは通告しておりますのでお答えをしたんだと思いますけど

も、先ほど申し上げましたように、この定住人口、特に若者の定住に関し

ましては大切な大きな課題だというふうに市長からご答弁を頂戴いたし

まして、私が概ね考えております、また、ご提言申し上げましたこともご

理解を賜りまして、お答えといたしましては私も非常に満足をいたしてお

るところでございます。ただ、各般にわたります関連が各部ともございま

して、そういう人たちがそういう部署から協力をしながら一体となって政

策をつくり、それをやっていかないと時間的にも無駄ができて、なかなか

できないということになろうと思うんであります。そういう意味におきま

して、各部の部長さんに通告をさせていただいておったわけでございます。 

９番目の質問で時間がないかと思っておったんですが、ありますからお

尋ねをいたします。若い人たちが住み着くということも人口定住させるひ

とつの大きな柱でございますけれども、ここで子どもを産んでいただいて

育てるという、いわゆる少子化の問題、そういう観点から保健部長に対策、

将来への展望をお尋ねするものであります。 

もう１つには、先ほど市長がお答えをいただきましたように、企業を誘

致して云々というようなことは今の時代においてはなかなかできないこ

とでございます。地元での産業の活性化を、そして地元での産業をつくっ

ていくという、そういう発想に立って強力にやっていかなければならない

と思うのであります。これは雇用に大きく関わりを持つものでありまして、

産学官の協同のそういったものを進めていくと、こういったようなことが

必要だろうと思うのであります。そういう意味におきまして、産業部の方

のご所見を賜りたいと思うのでありますが、また先ほど話しがございまし

た、近隣の市への交通網であるとか、住宅に関しましては先ほどご答弁が
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ございましたので、真に進めていっていただきたいと、このように思うん

であります。 

申し上げましたように、さよう全部が関わりを持った中でこの人口の減

少に歯止めをかけるということをやっていかないと、本当に夢のない町に

なってしまうと、こういうような思いがいたしてならないのであります。

したがいまして、この行政のいわゆる市長部局において、ひとつのまとま

った組織をつくられて、いわゆる各部が自分のことのところの事業を進め

るにおいて、人口増強にどうつながっていくのかというところを意識的に

押さえながら、行政の立案執行にかかっていただきたい、このように考え

ておりますので、ご回答いただきたいと思います。 

◯松 浦 議 長   再質問に対して答弁を求めます。福祉保健部長、福田美恵子さん。 

◯福田福祉保健部長   はい。ただ今の小野議員さんの再質問でございますが、福祉保健部とし

ての少子化対策について、具体策ということでございますけども、なかな

具体策が見つからないのが正直なところでございます。いうことで、やは

りこうした少子化というのもいろんな理由があるかと思います。結婚、そ

れから育児、家庭や地域、また、生き方や働き方などの個人の本当に考え

方がいろんに多様になっていると思います。それと、先ほども市長の方か

らもありましたが、若い人が住み着いていただかないと、なかなかお子さ

んも生まれるということがなかなか難しいということは事実でございま

して、じゃあ、そこをどうするかということで、今現在、福祉保健部とし

て取り組みをしておりますのはいろんな保育所の関係、放課後児童クラブ

につきましての時間延長とかいうかたちで、現在取り組みをしているもの

はそういうことでございますけれども、やはり子育てをする喜びっていう

ものを、感じることを考えるというか、そういうことをしっかり知ってい

ただくということをしないと、なかなかやはり子育てというものが苦痛に

なって、逆に虐待ということになったりということも現代多々多いという

ことの中で、やはり環境、子育ての環境をよくしてあげると。そしてそれ

を地域で支えると。みんなで子育てに協力していくというかたちの中で、

先ほど、今朝ほどの松村議員さんの方からもございましたように、そこで

ご答弁させていただきました、安芸高田市次世代育成支援行動計画という

ものを作成いたしますので、その中にはいろんなかたちでの地域の役割、

そして家庭での役割、教育での役割というかたちで網羅してございます。

そういうものに基づきまして１つづつできるかたちでもっていくという

ことでの取り組みをしていこうと思っておりますので、今、とりわけこう

いうことで即というようなものがちょっと見あたりませんけども、そうし

た計画の中で、今後取り組みをして参りたいと思っております。よろしく

お願いいたします。 

◯松 浦 議 長   続きまして、産業振興部長、清水盤君。 

◯清水産業振興部長   市の産業活性化へ向けた取り組みでございますが、農業・工業・商業、

全ての分野においての活性化が、バランスの取れたかたちでの活性化が必

要であろうと考えております。農業につきましては、これまでのご質問の
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中で一部お答えをさせていただいてきておりますが、とりわけ商業・工業

につきまして、現在の取り組み、今後の取り組み等、ご説明申し上げます。 

ご存知のように、商工会におきましては現在６つの町の商工会で運営を

してきておられます。こういった状況の中で行政部門の合併ということを

受けまして、商工会におかれましても広域化への対応の中で合併を２年先

を目途に、現在取り組みをされてきておるとこでございます。商工会のこ

れまでの取り組みと申しますのは、商業系の中小零細事業者向けの経営改

善指導などがこれまでは主なサービスの中心となっていたわけでござい

ますが、地域の強みでありますとか、資源を活かした中で幅広い産業振興

への対策の取り組みがですね、必要になってきているというような状況の

中で、先ほど申し上げております合併の方向を打ち出しておるとこでござ

います。そういった中で、平成１６年度におきまして、商工会６町と６つ

の商工会と市の方で産業振興協議会という１つの組織を立ち上げており

ます。この協議会を中心としてこれからの市の主に商業・工業の産業振興

ビジョンの作成を、まず１つの取り組みとして現在作業に取りかかってい

ただいております。 

それから、さらには特にこれからの工業部門の活性化を念頭においてた

産業振興機構、仮称でございますが、設立へ向けた取り組みを平成１６年

度から現在取り組みをしてきておるとこでございます。また、先ほど申し

上げましたように、６町の商工会の合併の取り組みを、この協議会を中心

としながらですね、現在継続的な取り組みをしてきておるとこでございま

す。 

それから、新市になりまして６町商工会と行政の方で経営関係の講座を

１０回の連続で計画をいたしまして、当初予定をしておりました３０名と

いう定員をはるかに超える、約倍に近い６０名の皆様のご参加をいただき

まして、この講座を終了しております。新聞でも報道されておりますよう

に、非常に皆様のニーズの高い分野であったのではないかというふうにも

思っております。いずれにしても、商工会の組織形態も２年先にはそうい

ったかたちで合併という組織も生まれて参ります。そういった動きの中で

新しい取り組みを今後協議会あるいは産業振興機構の立ち上げを目指し

てですね、 

推進をして参りたいというふうに考えております。以上でございます。 

◯松 浦 議 長   建設部長、金岡英雄君。 

◯金岡建設部長   小野議員さんの再質問にお答えをいたします。いろいろ定住施策の大ま

かなことにつきまして、また細部にわたりましても市長の方から答弁があ

ったとおりでございますが、ご質問の中にございます住宅マスタープラン

及びストック計画について少し説明をさせていただきますが、現在この計

画につきましては１６年度で立てるということで、取りまとめ作業を行っ

ておるとこでございます。その基本目標としましては、定住性の高い住ま

いづくり、安全安心の住まいづくり、快適でゆとりあるまちづくりという

ことで、それぞれそれらを基本にした計画を取りまとめているとこでござ
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います。 

また、ご質問の中にございましたそれぞれの施策につきましては、現在

高宮町で行っております定住施策、これを１つのモデル的なものというこ

ともございまして、制度の検討等も考えていくということも必要であると

いうふうに考えております。これまでの住宅施策につきましては、先ほど

市長の方からもございましたように公営住宅法に基づく住宅が旧町大半

のとこでやってきておるのが現状でございます。これは住宅に困ったいる

もので、一定の収入以下のものということでございますが、先ほど話しが

ございましたように、若者定住という角度から今までの方向を少し考えて

取り組む必要があるということで、指示をいただいておるとこでございま

す。住宅政策といいながら、まちづくり、地域づくりということがござい

ますので、関係部局とも連携を取りながら今後住宅施策に取り組んで参り

たいと考えております。 

それと、道路関係といいますか、通勤等の話もちょっとございましたの

で、少し触れさせていただきますと、ご承知のように新市建設計画の中で、

道路網の整備については近隣の市あるいは県を結ぶ広域連携軸、また、中

心となる各タウンセンターと地域拠点を連絡する放射軸、また拠点と拠点

を結ぶ環状軸というようなことで、道路網の整備を基本理念に掲げており

ます。主なものは、やはり東広島と連携、連絡を取る地域高規格道路が今

後大きな課題、それともう１点は、国道５４号線のバイパスということで、

これはそれぞれ今まで市長の方からもお話しがございましたように、かな

り進度が上がってきているというように思っておりますが、これらと先ほ

どもございましたＪＲとの乗り継ぎなども含めまして、住んでいただく場

所と、またそれを利用して通勤・通学ができる連携したまちづくりに一層

努めて参りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

◯小 野 議 員   議長。 

◯松 浦 議 長   再々質問を許します。５番、小野剛世君。 

◯小 野 議 員   申し上げましたこと、やはり合併前にですね、市民が危惧しておりまし

た、不安に思っておりましたことが、やっぱり自分の住んでるとこが寂れ

てくるんではなかろうかというような、大きな不安があったわけでござい

ます。人口の減少傾向というのは、これは安芸高田市だけの問題ではなく、

全国的にそういう傾向にあるわけでございますから、それはそれとして、

高田市は高田市として考えていかなきゃならない。ただ、その一局集中に

なってしまって、現に今、支所になっております役場の職員の皆さんです

ら、二十数名しかいなくなったと。そういった中で活力というか、活気と

いうか、そういうものがかなり減退していることは事実であります。何と

か、市になって大きくなればもともと財政が逼迫するから合併して効率的

な市をつくっていくんだという触れ込みでやってきたわけでございまし

て、地域住民の皆さん方は、大きくなって、財政がある程度豊かになって、

もう少し活力が出てくるんではないかというような大きな期待があった

ことも事実でございます。現実に、日に日にそうした寂れたような状況が
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進んでいる中で、やっぱり夢がないと持たんというのが現状でございまし

て、私も地元に帰りますと毎日のようにそのことを聞かされるわけで、何

とか早くその方向性を見出して、具体策をつくっていただきたいという意

味あいでご質問をさせていただいたわけでございます。関係の部署の皆さ

ん方も、いわゆる先ほど申しましたように、これが人口にどうつながるん

だという視点を据えて、ひとつ政策をおつくりいただきたいと、このこと

を要望いたしまして私の質問を終わります。 

◯松 浦 議 長   以上で、小野剛世君の質問を終わります。 

以上で、本日の一般質問を終了いたします。 

以上をもって、本日の日程を終了いたし、散会いたします。次回は明日

１０日、午前１０時に再開いたします。 

ご苦労様でした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後４時３５分 散会 
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